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日本の森林｡林業

かみいいさかみのる

上飯坂實
東京大学名誉教授

1925年岩手県生まれ｡1947年東京大学農学
部林学科卒業。岩手大学助教授，宇都宮大学
教授，東京大学教授，東京農業大学教授歴任c
元日本林学会長，森林利用学会長。東京都森

林審議会長，順椿とむらの会副会長紬大日
本山林会理事など務める。著書に「森林利用
学序説｣，「林業工学」総合森林学」など。

●はじめに

鞍

鍵謬照

､鍾鐸蕊

産

21世紀に入ったわが国はしらけの時代である。何をやってもことごとくままならな

い。不景気対策は不良債権処理であるとし，不良債権処理は金融機関への公的資金投
はんらん

入で，不良債権が市場に氾濫する。このような状況の中で，何ができるというのであ

ろうか。しかし，こと森林･林業についてはそういうことを言っておれない。21世紀

が持続的な共生社会の構築を目指すとすれば，森林は無視し得ない役割を果たすから

である。その森林の健全な発達を促すためには林業を欠かすことができないからであ

る。

●国および地方行政に何を求めるか
しかし一体どうすればよいのであろうか。そこで，持続的共生社会における森林・

林業のあり方について大胆な提案を試みたい。

今，ここで，先進工業国から開発発展途上国まで幾つかの国を選び，森林面積比率，

都市人口集中度，第一次産業就業人口比率の3因子によりそれぞれの国の類似性を調

べると，次のようなクラスター分析の結果が得られた（食糧生産と環境，日学双書5,

1989)。図に示すように幾つかにグルーピングできるが，例えば，3つにグルーピング

すると,Aグループ（イギリス，アメリカ，カナダ，ドイツ，オーストリア，スイ

②－林業技術No.7232002.6
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図・森林面積比率，都市人口集中度および第一次産業就業人口比率による各国の類似性

ス，ノルウェー等),Bグループ(I=I本，スウェーデン，フィンランド),Cグループ(イ

ンドネシア，カメルーン）となった。Aグループは先進工業国が多いが，オーストリ

ア，スイス，ノルウェー等の経済的にもスモールスケールの国が含まれていることに

注目すべきである。Cグループは開発途上国である。スウェーデン，フィンランドはA

グループに属してもおかしくないが森林面積比率が際立って高いことで，日本ととも

に別にBグループを形成した。スウェーデン，フィンランド両国はカナダとともに林

産物の輸出量が，輸入量を上回る国である。それに対してわが国は逆にく輸入量一輸

出量〉の金額が最も高い国である。まずもって輸入量を輸出量より少なくさせること

が先決である。今さら木炭の生活に戻るわけにはゆかぬだろうと異論を唱える向きも

林業技術No.7232002.6-③
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あるが，従来それの繰り返しが大変出足を鈍らせてしまっていた。

先のAグループはその大半が，アメリカ主導のグローバル･スタンダードに突き進

んでいるが，なかにはイギリスのように批判的な国も少なくない。われわれはそこで，

アジアに足を据えたグローバル・スタンダードを構築することを考えるべきであろう

が，それが先のBグループを中心とした持続的循環社会を目指すことなのだろう。森

''1鳥通夫はrEI本にできることは何か」（岩波書店）でその点を提案している。佐和隆光

の主張する環境税，炭素税の導入について真剣に考えるべきよい機会であろうと思う。

さらにまた，日本社会の行方については，かねてから宮本憲一が社会的共通資本蓄積

について一貫した提案をしており，これらの問題についても，わが国の将来を見据え
こそく

た長期的な研究を進めるべきである。国は目先の負債解消等姑息な対策に時間をかけ

るのではなく，この際思い切った英断を持って国の危機存亡に対処すべきであると思

う。

次に地方行政もこれに対応して英断をふるってもらわなければならない。ここで地

方行政に対する注文は山ほどあるが，都道府県および都市・市町村等の自治体は自由
かったつ

關達な地域特色を引き出し発揮させることを第一の主眼に据えるべきであろう。地域

自治体が今ほど自由に発言していることは，かつて見られなかったことで，したｶ§つ
し》

てこのチャンスを活かし，国の力を存分に活用しながら地域産業経済の活性化を図り，

持続的共生社会への道を安定的に構築すべきである。

ここでぜひ付言しておきたいことは,国および地方行政の推進にあたっては,都市・

農山村を問わず，コミュニティーづくりの概念を具体化させるべきことである。循環

的共生社会づくりにはぜひとも必要な概念である。先に挙げた3つの因子によるクラ

スター分析の結果のスウェーデン，フィンランド等は，コミュニティーの基盤がしっ

かりとした国々である。

コミュニティーについて科学者（技術者）によるコミュニティーの発想を大切に育

てていく必要があることも付言しておきたい。ここで技術者によるコミュニティーと

は科学者集団（コミュニティー・オブ・テクノロジスト）のことである。

●わが国の森林・林業のあり方
わが国の森林・林業の新しい展開も，先に述べた国の活力発揮，地方自治体の健全

な対策にのって頑張るべきだ。それは従来の森林・林業の考え方とはかなり違うはず

である。ここで，森林・林業のアーキタイプスを見極めることが必要だ。私は，日本

の森林・林業のアーキタイプスについては伊勢神宮の雄大な経営林がその一つである

と考えているが，ここではこれ以上触れることはしない。森林・林業は地域によって

著しくその特性が変わるので，その点を十分に活かした地方行政が期待されるのであ

る。

わが国の森林・林業の基本方針については，ようやくその基本理念が示された（森

林･林業基本法が目指すもの（矢部三雄森林科学34,2002))。これでようやく不動

の指針が示されたものと考えてよいのであろう。われわれはそれに則って具体的な方

策を実現してゆけばよいのであるが，例えば，そこでは「拡大造林」という用語は見

④－林業技術No.7232002.6
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当らない。今まで折に触れて過去の遺産を払拭させるのにきゅうきゅうとしてきたこ

とから考えれば，一大進歩と言ってよいのではないか。しかし，この基本方針の重要

なカギを握っている｢森林文化」という概念があるかぎり，明治以来の抽象的な森林・

林業の改革に対してはほとんど見るべきものはない。

●教育と森林・林業
持続的な共生社会を支える森林・林業は，教育面において，特に幼児教育の面にお

いて重要な役割を果たすことが認められてきた。今ここで，詳細を論ずる余裕はない

が，一つ，二つ気のついた点を述べてみよう。

最近，絵本の幼児教育に与える好ましい影響は河合隼雄，谷川俊太郎の対談等によ

って認められてきた。私も全く同意見である。絵本は，子どもに絵本を見せることに

よって自らの想像力を広げてゆくのであるが，その過程で，森林や林業の本当の意味

の大切さを教えることができるはずである。決して押しつけであったり教育効果等を

考えるべきではない。ここに，例えば1冊の本，トミー・アンゲラー『すてきな三に

んぐみ』という10ページ足らずの絵本がある。すてきな三にんぐみとは滑稽な泥棒で

ある。泥棒にはそれぞれ大まさかり，ラッパ銃，こしょう吹き付けという武器がある。

｢現われでたのは黒マントに黒い'l'冒子の三人組｣という出だしである。ある|=|,三にん

ぐみは，みなし児のテイファニーちゃんをさらってしまう。どうしようもなく隠れ家

に連れて行くが，最後に盗んでためたお金でお城を買って，そこにみなし児たちを集

めてめでたしめでたし。何の変哲もない間の抜けた泥棒の話だがどこか憎み切れず，

テイファニーちゃんの優しさが，三にんぐみを教え論している。これが教育なのだろ

う。美しい濃紺の表紙にll'圖子をかぶり，目だけ出した三にんぐみはもはや悪党ではな

い。トミー・アンゲラーには，このほかにも素晴らしい幼児向けの絵本がある。いず

れもわが国の絵本には見られない大人のペーソスさえ感じられる。同じ外国物でも私

は『はつばのフレデイー』より子どもの想像力を豊かにさせると思う。

さらにまた，少しレベルの高い絵本になるが星野道夫著『森へ』をぜひ奨めたい。

星野道夫は優れた野生動物写真家であったが，箔くして不慮の死を遂げた。私はこの

本を写真の説明をしながら4，5歳の子どもたちを対象に紙芝居方式で森林．林業の

大切さを伝えたらよいと考えている。

アンゲラーの『すてきな三にんぐみ』は一体森林・林業にどういうかかわりがある

のか，いぶかる向きもあるだろうが，そんなことは一向に気にする必要はない。森林・

林業について深く考えようとする人がいて，その人が読んで素晴らしい絵本だと思い，

それを『森へ』と抱き合わせで話をしていく，そのことが大切なのではないだろうか。

何事も枠にとらわれない，自らを枠の中に閉じ込めない，そういうものの考え方が日

本の林業をよみがえらせるのではないだろうか。

最後に，研究面についてここで触れることはしなかったが，森林科学の新しい研究

体制の構築についてはほとんど緒についたばかりであり幅広く研究者を動員して総合

森林科学を深化させ，日本の森林・林業の姿を示すべきではないだろうか。

［完1
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■今や公共事業の多くの現場でも，コスト重視から環境に配慮した工法や資材の導入が始ま
っています。木材，とりわけ間伐材の利活用についての各地の取り組みをお伝えします。

、
－
ノく今月のテーマ間伐材の活用

偽間伐材の利用促進に向けて
－間伐材マークの制定と使用について 》

一

かなく、ちけんし

金口健司林野庁造林間伐対策室造林間伐指導官

鐘はじめに篭 6．
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も
一
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森林は，緑のダム，二酸化炭素の吸収源や貯蔵

庫としての役割を持っており，国土の保全や水資

源のかん養，地球温暖化防止などの環境の保全等

の機能を十全に発揮させるための森林整備のあり

方に関心が高まってきています。

また，最近，環境への負荷が少ない経済社会の

構築が求められており，森林や木材の特性を活か

しながら，森林の利用と再生を繰り返す大きな循

環を形成し，植林や保育等の森林整備と，そこか

ら生産される木材の有効利用を繰り返し行う「森

林資源循環利用」のための適切な森林整備が不可

欠となっています。

この森林から生産された木材は，吸収・固定さ

れた炭素の固まりであり，鉄やアルミニウムに比

べて生産や加工に要するエネルギーが少ないため，

木材製品を無駄なく長く使用することにより，炭

素の貯蔵や省エネルギーに貢献でき，化石燃料の

代わりに再生産可能な木材を利用することにより，

エネルギー源自体を再生可能とすることができま

す。

このような中で，森林面積の4割に当たる1千

万haを占める人工林は，その7割が間伐等の手

入れを必要とする若齢な森林(40年生以下）で織

成されており，これらの森林は間伐しようとして

も間伐材の値段が安い，生産コストが高い等森林

所有者の経済的負担が大きいことなどから，なか

なか間伐が進まない状況にあります。

しかしながら，間伐をしないと林内の光が不足

し，下層植生の発達が抑制され表土の流出につな

！
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写真①間伐が終了し，下草が茂る森林

がるなど，水土保全機能をはじめとした森林の公

益的機能の発揮に支障が出るおそれがあります。

このため，森林資源の育成に不可欠な間伐の実

施と間伐材等木材の有効利用という，いわゆる川

上から川下までの総合的かつ一貫した取り組みが

求められています。

鋤間伐と間伐材利用の推進蝋

このような状況を踏まえ,林野庁では平成12年
きつぎん

度から喫緊の政策課題として｢緊急間伐総合対策」

に取り組んでいます。この対策では5カ年の対策

期間中に150万haの間伐を計画しています。こ

れは従来の15倍に相当する規模であり，間伐の

実施にあわせて間伐材の利用も重要となっていま

⑥－林業技術No.7232002.6



表①公共土木事業における間伐材等の利用状況

（単位：千m副）
図①間伐材マーク

注）河川・砂防事業は河川ダム，急傾斜地等

(参考）

88

す。間伐材が市場に出て売れなければ，また利用

されなければ間伐の推進は地域に定着していきま

せん。間伐材の利用促進は，間伐を推進していく

うえで必要不可欠であり，同時に国産材(地域材）

の需要拡大を図るうえでも重要です。
かし］

林野庁では，間伐材利用の取り組みとして，「腿

より始めよ」ではありませんが，公共工事におけ

る資材への利用を促進するため，国土交通省等関

係省庁との連携を強化し，河川・砂防，農業農村

整備事業等の分野での利用促進の取り組みを進め

ています。

特に治山，林道の林野公共事業においては，木

製構造物にかかる工種・工法の設計指針や歩掛を

制定し，毎年順次追加して普及に取り組んでおり，

平成14年度までに129工種が制定されています。

この結果，公共土木事業等における間伐材等の利

用は着実に増加しています（表①参照)。

露間伐材マークの制定③

このように，公共土木工事での着実な利用推進

とあわせて，林業関係者，市町村等行政機関はも

とより，一般消費者に間伐や間伐材利用をlll爵広く

PRし,広く国民の関心を喚起するとともに,消費

者ニーズにあわせた間伐材製品等の供給に取り組

む必要があります。全国森林組合連合会（以下，

｢全森連｣)では,間伐材をPRする｢間伐材マーク」

を制定して，間伐材製品への貼付等を通じた普及

活動等により，間伐材の利用促進を図っています。

マークの制定には平成11年度から3カ年の計

画で着手しました。

各年度の主な事業は，11年度は，①マークとロ

ゴ（標語）の一般公募による制定，②商標登録の

申請（平成13年5月8日登録決定)，③マークの

PR,④｢マーク使用に関する暫定基準｣を作成のう

え試行的に貼付。

12年度は，①試行期間中における問題点の整

理，②使用規定および運用基準の制定，③使用規

定および運用基準の制定に当たってのパブリック

コメントの実施。

13年度は本格使用のための使用申請の受付と

認定(13年は前期（4月～6月)，後期（7月～11

月))，の手順で進めてきました。

マークの制定に当たっては,｢間伐材マーク制定

委員会｣(委員長：遠藤|ﾖ雄森林総合研究所経営組

織研究室長（現鹿児島大学農学部教授)）を設置

し，ロゴ（標語）とあわせて広く一般から募集し

ました。その結果，マーク481点，ロゴ1132点の

応募の中から，マークは石田憲章さん（石狩市)，

ロゴは原口美和子さん（一宮市）の作品に決定し

ました。（図①）

入選者には林野庁長官賞などが授与され，直ち

に商標登録の手続きがとられました。商標登録後

のマーク等に関する権利の一切は，全森連に属す

ることとなりました。

マーク等が決定すると，本格使用に向けて新聞

や広報誌等を使った普及活動を開始するとともに，
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年度

治山事業

林道事業

治u」・林道事業計

河川・砂防計

合計

8

40

9

49

－

49

9

49

15

64

13

77

10

65

20

85

20

105

11

80

23

103

18

121

12

128

30

158

20

178

農業・水産 一 56 68



｢間伐材マーク」の認定を受けた製品

ヒノキのフローリング，テーブル，イス（岡山県T協同組合）

三一

＃’

｜

III''

熟』

霧職＃
錘

…
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蕊
生

■
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闇 ＄
9

h

蕊露霧
ECO丸太（熊本県K社）学習机，イス（滋賀県s町森林組合）

rマーク使用に関する暫定基準｣を作成し，全森連

が取り扱う製品への貼付および事業体を中心に普

及啓発としての貼付を試行的に行うとともに問題

点等の整理を行いました。そのうえで規定（案）

を作成して，林野庁，全森連のホームページ等で

パブリックコメントの募集を実施し,｢間伐材マー

ク使用規定」を制定しました。

使用規定では，主に次の内容が定められていま

す。①マーク等の使用対象は，（ｱ)間伐材を用いた

製品，（ｲ)普及啓発にかかる印刷物（書類，封筒，

名刺，ハガキ，パンフレッ|､，チラシ等）とする，

②使用を希望する者は所定の様式に必要事項を記

表②平成13年間伐材マーク認定状況

入し，関係団体の推薦状を付して申請する，③マ

ーク使用の審査・認定は原則として年2回（6月

と12月）とする，④マークの使用期間は普及啓発

用に係る使用は1年，製品への使用は2年とする

(いずれも更新可能)，⑤製品へのマーク使用につ

⑬－林業技術No.7232002.6

、、
普及啓発

製品への使用

平成13年

前期

37

42

後期

26

22

合計

63

64



r間伐材マーク」の認定を受けた製品

軸

木製トレー（大分県U企業組合）

唾"2誕…ー酔玲…凝潅

公共土木資材（長野県N社）

蟻

いては有料とする，⑥対象となる間伐材製品の規

格，⑦認定された製品の公表，等。

なお，申請されたマーク使用の認定は間伐材マ

ーク制定委員会を改称した「間伐材マーク認定委

員会」で決定されます。

使用申請の受付は前期と後期に分けて実施する

こととなりますが，13年前期は初年度であり，13

年4月から6月（次年度からは1月から5月）ま

でと短期間ではあったものの,予想を上回る69件

(うち認定は63件）の申請がありました。また，

後期も前期とほぼ同数の66件（うち認定64件）

の申請があり，間伐材マークの使用に対する関心

の高さがうかがわれました。

毒おわりに、

平成13年4月に施行された，いわゆる|~グリー

ン購入法｣(国等による環境物品等の調達の推進等

に関する法律）に基づき定められた「環境物品等

の調達に関する基本方針」において，公共工事が

特定舶目として位置づけられ，公共工事の資材と

して間伐材を積極的に使用していく方針が示され

たこと，森林整備と資源の循環利用としての資材

として間伐材が見直されていることなどから，公

共工事をはじめとして，教育の場や公園等で間伐

材を使った製品を見かける機会が多くなりました。

間伐材等木材を利用することが森林整備につな

がり，ひいては匡|土の保全や水資源のかん養，地

球温暖化防止など，環境保全等の機能の発揮に大

きく貢献することを広く一般の方々に理解しても

らえるよう，間伐材マークが浸透することを期待

しています。

I

筆者Email

kenshi_kanaguchi@nmmaff.gojp

林野庁HP

http://www.rinya.maff.gojp/

全国森林組合連合会間伐HP

http://www.zenmoriorg/kanbatsu/ ）
子どもたちはこ～んな:の蕊大好きです／‐

(左から，カンナ屑プール，コースターづくり，オブジ垂づくり）
第i19回森林の市開催される

東京･代々木公園において5月25，26の

両日開催され，親子連れなどでにぎわった

今や市民の年中行事としてすっかり定着し

た感がある。日大や木曽山林高など若い人

たちのブースから騒ぐ呼び声が，いっそう

催しを活気づけてくれていた。本会も写真

パネル展示で参加した。（編集室／吉田）
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く今月のテーマ間伐材の活用〉

間伐材使用事例の技術検討会から

中部森林管理局販売第一課長

さかいこうぞう

酒井子L三

②はじめに雪

国有林では，木材の利用を促進するため，各種

公共（治山・林道）工事において，間伐材等の国

有林材の積極的な利用に取り組んでいるところで

すが,｢平成13年度国有林材PR月間｣の取り組み

の一環として，河川工事や砂防工事における間伐

材の利用促進を図るため，国土交通省の各地方整

備局等に間伐材の利用促進の働きかけを行いまし

た。

中部森林管理局においてもこの働きかけを行っ

たところ，技術検討会の開催について強い要望が

あり，森林浴発祥の地である木曽森林管理署「赤

沢自然休養林」の隣接地へ設定された「治山・林

道木材利用工法の展示エリア」を中心に「間伐材

使用事例の技術検討会」を開催しましたので，そ

の概要を紹介することにします。

、官民一体での県産間伐材利用促進の

取り組み曇

間伐材が「グリーン購入法」の基本方針におけ

る木材関連の特定調達品目として位置付られたこ

とに伴って，昨年の9月に国土交通省から各地方

整備局等あてに,｢公共工事における間伐材の利用

推進について」の通達が発出された機会をとらえ，

常日ごろから長野県内における木材の需要拡大に

対する中心的な取り組みを行っている長野県県産

材振興対策協議会（長野県，県木連，県森連等が

幟成員）と共同し，間伐材の需要拡大に向けた要

請活動を行うことが今日の木材を取り巻く閉塞状

況を打破するためにも重要なことであるとの考え

00－林業技術No.72320026
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写真①間伐材利用の要請（千曲川工事事務所）

方の下に，官民一体となって県内の地方整備局，

道路公団の各工事事務所へ，県産間伐材の利用推

進の要請を行いました（写真①)。

その要請時に各要請先の工務担当者より，今後

における間伐材の利用推進の取り組みに当たって

参考となる次のような意見・要望を直接聞き取る

ことができ，今後の活動を進めるに当たって極め

て有意義なものとなりました。

①本省の通達に基づき，各種工事・工種等にお

ける木材の利用拡大を検討中であるが，工事実績

も少なく，具体的な歩掛等の情報が不足している。

②調査設計の委託先では，なじみのない工種に

ついては敬遠される傾向にあるが，工種を指定す

るなどして採用に向け検討する。

③山腹工や堰堤の袖の土留に使用すれば，河

川・砂防工事でも相当量の使用は可能である。

④木製沈床については，流速の速い流域での利

用は多く期待できない。



’木材利用工法及び森林施業展示エリア ’

可

ｰ－0＝■ﾛﾛI■■■ 』

図①木材利用工法の展示エリア

⑤林野公共事業等における間伐材使用実例の現

地視察をする中で，技術検討や意見交換ができる

機会を設けてほしい。

以上の要望・意見等を受け，今後の取り組みと

して，県林務部・国有林で使用している歩掛等を

参考資料として要請先へ配付するとともに，木曽

谷流域において，「治山･林道木材利用二'二法展示エ

リア」を中心に技術検討会，意見交換会等の機会

を設けることとしました。

鯵木材利用工法の展示エリア設定の経緯簿

今回の技術検討会を開催するに当たって中心的

な実施場所となった展示エリアは,平成13年度を

初年度の事業として，木材を利用し自然に優しく

自然と調和した治山・林道木材利用工法の普及を

図り，公共工事における間伐材利用促進等に資す

ることを目的として，赤沢自然休養林の隣接地に

森林整備展示エリアと併せて設定することとした

ことに始まります（図①)。

この展示エリアの整備は，赤沢自然休養林を訪

れる多くの国民の皆さんに対して，森林の整備，

維持，保護，管理手法について理解していただく

とともに，他官庁，関係業界団体等に対してもフ

イールドを開放し指導普及に役立てることとして

おり，平成15年度の完成を目途に，各工種，施業

種の展示に向け現在整備中であります。

鯵間伐材使用事例の技術検討会鯵

間伐材利用推進の要請先である各工事事務所等
こた

の要望に応えるとともに，一層の県産間伐材の利

写真②円柱加エエ場

用推進を図るため，長野県林務部，中部森林管理

局，県産間伐材供給センター協議会の共催で，県

内の地方整備局各工事事務所等の工務担当者を対

象に開催しました。

検討会では，人工林ヒノキ，カラマツの間伐材

を円柱に加工している加工工場，木材利用工法展

示エリアの木製ガードレール，床固工，土留工等

のほかに，赤沢自然休養林の木道や長野県が施工

したふるさと林道の木造車道橋等を見学したので，

各施設別にその概要を紹介します。

1．円柱加工工場（写真②）

この工場で生産される円柱加工丸太は，間伐等

の段階で産出される下目材(直径13cm以下で利

用価値が低位な材）を加工したもので，後に紹介

する各種工法の木製パネル等として使用されるも

ので，木質の利点・欠点でもある腐食等の対策に

ついては，下記の二つの方法で処理が施されてい

るとの説明がありました。

①ACC防虫防腐処理

安全性の高い低毒性の第4級アンモニウム塩類

を使用しているため，自然環境に与える影響はほ

とんどありません。

②焼丸太防虫防腐処理

円柱をバーナーで焼いて表面を炭化させ，防虫

防腐はもちろん，水質浄化等の効果にも期待がで

きます。

以上のように防虫防腐処理されている円柱は，

施工後10数年経過した丸太枠から見て十分機能

を果たしている実績があります。

2木製ガードレール（写真③）

林業技術No.7232002.6-⑪



写真③木製ガードレール

鉄筋コンクリートの支柱に緩衝材として円柱の

木製レールを組み合わせたもので，衝突実験済み

であり，防護柵設置要綱のB種の設計条件も満た

しています。施工も通常のガードレールの設置と

同じ方法で作業効率は良好です。当局では赤沢自

然休養林へのアクセス林道の沿線に多く使用され

ており，視線誘導効果も大きく路側用防謝|||}とし

て，従来のガードレールより自然に調和し美観的

にも優れたものとなっています。

また，類似の製品として，支柱も木製のものを

使用した木製フェンスもあり，当局の自然休養林

内の駐車場に使用されています。

3木製パネル鋼製枠床固工（写真④）

治山事業においては，木材を使用しての工法が

多数開発されていますが，現状は丸太積や丸太法

枠など木材のみで構成される工法が大半であり，

強度等の安定計算上利用できないこともありまし

た。そこで従来の鋼製枠に円柱加工丸太で作った

木製パネルを組み入れ，この欠点を補ったものが

木製パネル鋼製枠床固工です。

また，木製パネルの腐朽による耐久性の落ち込

みを補完するために，木製パネルを落とし込む従

来のH鋼の外側にもう一段アフターケアフレーム

を取り付け，耐久性が落ちたときに新しい木製パ

ネルを挿入することで，スクリーンがリフレッシ

ュされ耐久性が継続される仕組みになっています。

4．木製防護壁（写真⑤）

円柱加工したものをブロック(0.5m×1mx

L2m)に組み立て，現地発生土を中詰土として使

用するため，効率的で安価であるとともに，プロ

⑫－林業技術No．7232002.6

写真④木製パネル鋼製枠床固工

写真⑤木製防護壁

ツクの連結はボルト・ナットで固定されるため，

組み立てが簡単で大|偏に工期も短縮でき，積上げ

勾配により生ずるブロックの間隙に植栽も可能で

す。防虫防腐対策は，表面をバーナーにより炭化

処理してあります。

5．木製床固工（写真⑥）

本工種は，平成4年度に施工したもので9年経

過しており，カラマツ丸太材を使用したものです。

外観的には，水にぬれた状態にある部分もあるこ

とから，腐朽によって耐久性に問題が発生してい

るようには見えず，小渓流で水が豊富で転石等の

流下が少ない渓流においては，一般の工法より安

価であり，かつ自然にもなじむことから，今後も

積極的に採択していく必要があります。

また，本施工地の付近へは検討会後に，丸太法

枠，丸太積等により護岸工，沈床工が整備され，

木材利用の各工種の展示物が増え，より充実した



鱗
写真⑦意見交換会写真⑥木製床固工

木製構造物施工マニュアル」（平成13年度版）を

送付することを約束し，最後に県産間伐材供給セ

ンターの供給体制の紹介を行い，技術検討会を終

えました（写真⑦)。

ものとなっております。

以上で現地見学を終了したわけですが，

れた地方整備局の工務担当者の皆さんは，

各工種を興味深く見ておられました。

鯵意見交換会蕊

参加さ

木製の

霧おわりに⑪

公共工事においては，これまでがむしゃらなま

でに環境への負荷の高い鋼材やコンクリートを主

体に使用してきたように思います。今日，人や環

境に優しい再生産可能な自然素材である木材の使

用を公共事業の分野に拡大し，持続的発展が可能

な経済社会を構築することが重要な課題の一つと

なっています。

こうした時代背景の中で,｢県産間伐材の利用推

進」といった統一認識の下，県林務部，関係団体

とともに一体感をもって本検討会を実施し，日ご

ろは縁の少ない需要者に対して積極的に接触を試

みたことは，今後の間伐材の活用を推進するうえ

で幅を広げたこととなり，極めて重要かつ貴重な

体験を得ることができたものと考えています。

現地見学を終了後，意見交換会を開いたところ，

地方整備局の工務担当者の皆さんからは，次のよ

うな意見が出されました。

①工事用道路の法面等では，木材を利用した工

法を採択することが可能と考えられる。

②木製構造物の施工マニュアルがあれば提供し

てほしい。

③耐久性が公表されている資料があれば提供し

てほしい。

④土石流の予見される箇所においても，木製堰

堤で十分機能を果たせると思われる。

⑤山腹工での使用が考えられるが，耐久性，コ

スト面で不安があるのでさらに検討したい。

⑥木材利用の技術も,NETIS(新技術情報推進

システム）に登録されておれば採用しやすい。

等々の意見が出され，主催者側としては，後日

に参加者に対して森林科学研究所発行「森林土木 1I
中部森林管理局HP

http://www.chubu-forest.go.jp/

お
知
ら
せ

『林業技術」r森林航測』記事コピーのサービス
電話番号をご記入のうえ，記事1頁本会刊行誌の記事コピーサービスのご希望の方は，郵便番号，住所，氏名，電話番号をご

につき，切手100円分を同封のうえ，封書で下記までお申し込みください。

※詳細はh杜p://wwwjaftao｢jpをご覧ください。
〒102-0085束京都千代田区六番町7番地帥日本林業技術協会普及部コピ ビス係
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ノく今月のテーマ間伐材の活用

地域材の活用に向けて
一もつと．WOOD・県産材を一

きむらきょうぞう

木村経三岩手県農林水産部林業振興課主任木材振興対策室主査

鶴岩手県の森林・林業零

本県の森林・林業の状況は，森林面積が118万

1,451haで北海道に次ぐ全国第2位の面積を有

しており，全国の森林の約47％を占めています。

また，県土面積に対して森林が77％を占め，う

ち民有林が66％，国有林が34％の割合で，国有

林が比較的多い県です。

民有林の樹種構成は，広葉樹が46％で最も多

く，次いでアカマツ21％,スギ19％,カラマツ9

％の順になっており，古くからのアカマツ生産地

域で南部アカマツが｢県の木｣に指定されています。

また，森林総蓄積は1億9,723万In3余りで,民

有林が76％を占めています。

岩手県も各県同様，戦後進められた人工造林が

成長し蓄積を増加しており，木材の安定供給に向

けた基盤が形成されつつありますが，民有林の人

工林率は約44％で，40年生以下の人工林が約8

割を占めるなど，林齢構成にも大きな偏りが見ら

れます。このため，今後，安定的，永続的に森林

を活用し，持続的な林業経営を実現していくため

には，間伐など計画的な森林整備を行っていくこ

とが必要で，県は，平成12年に｢岩手県緊急間伐

5カ年計画｣を莱定し，5年間で82,000haの間伐

実施と，約70万1n3余りの間伐材利用の推進を目

標に定めています。

韓岩手県の木材利用推進の取り組み鋤

岩手県は地球温暖化の防止に向けた二酸化炭素

の排出削減など，地球環境の保全に対する社会的

な関心の高まりを背景に，平成10年10月に，岩

[岩手県木材利用推進方針〈もっと･WOOD･

県産材を〉・4つの基本方針］

①地球温燭上対策の推進

二醐上炭素の吸収源としての森林の働きは既に十

分認識されているところでありますが，森林の成長

を維持する持続可能な森林経営のためには，木材利
用を推進することが極めて重要であること。

②森林の公益的機能の高度発揮

岩手県の人工造林は，成育途上の森林が大半を占
め，その公益的機能を高度に発揮していくためには，

間伐をはじめとする森林整備のより一層の促進が必

要であることから，間伐材等の木材利用推進が重要
であること。

⑧木材産業の振興

長引く不況と木材需要の停滞による木材産業の低
迷は深刻さを増しており，これを打開するだめには，

県内における木材利用の推進が重要であること。
④山村の活性化

山村では過疎化による林業の担い手の斌少，高齢

化等が進みつつあり，その活力を取り戻す抜本的な
対策が急務となっていることから，地域産業におけ

る雇用の湯の創出のため，木材利用の推進が極めて
重要であること。

手県木材利用推進方針くもっと・WOOD･県産材

を〉を策定し，別掲の「4つの観点」から広く県

産材の需要拡大を図っていくことを定めました。

これを受け，岩手県では木材利用推進を継続的

な県民一体運動として展開してきたところです。

綱地域材の活用に向けて職

地域材の活用を推進していくためには，その理

念を普及啓発することもさることながら，まず，

日常の生活の場や暮らしの中で，木造施設や木材

製品を身近に整備し，実際に「見て。触れて.感

じる」ことが極めてわかりやすいとの考えから，

岩手県では，県が整備する公共施設や公共工事で

積極的に木材利用を進めていくこととし、平成10

⑭－林業技術No.7232002.6



年から県庁内に「もっと･WOOD・県産材推進連

絡会議」を設置し，全庁的な課題として木材利用

推進に取り組んできました。

また，その下に土木資材利用促進部会，公共施

設利用促進部会，庁用物品木質化等促進部会の3

つの専門部会を設け，それぞれの課題での具体的

な木材利用推進に|句けた検討を行ってきました。

●地域材の活用状況巻

(1)土木資材での木材利用

平成10年から進めてきたこれらの取り組みに

よって，県の施設や工事での木材利用は着実に増

加してきており，特に公共土木工事での木材利用

量は，平成9年に比較して平成13年では約2．7

倍,9,994m3に増加しました。

特に，河川工事での木工沈床工は，平成9年の

約14倍に増加し,土木資材での木材利用では現在

最も多く使われています。その他土留工，木柵工，

デリネーターや木製側溝蓋などへの木材利用も定

着してきています。

一方，供給については，土木資材利用促進部会

に供給側から連携するため，庁内および県出先機

関の林業担当課，岩手県森林組合連合会で組織す

る「県産中小径材安定供給推進会議」を設け，土

木資材利用促進部会で集めた需要に対して，各地

の森林組合から円滑な供給が行われるよう情報提

供するなど「需給調整」の役割も担っています。

しかしながら，供給の実態は必ずしも順調に進

んではおらず，需要側の土木資材利用促進部会か

らは「必要なときに必要な量の供給ができるの

か？」といった声もしばしばあって，事務局は，

需要の確保と併せて，安定供給に向けた供給側に

対する働きかけがより一膳必要と考えております。

(2)公共施設での木材利用

公共施設利用促進部会は，庁内各課が所管する

公共施設の整備情報を早期に把握し，施設の木造

化，内外装の木質化に向けた働きかけを行うこと

を目的に設置した淵|蝋で，整備計画の企画や基本

構想の段階から木造化に向けた情報提供や要請を

行うとともに，木材関係団体の陳情活動にも連携

し,木造化，内外装の木質化が採用されるよう実

施主体への働きかけを行っています。

これにより，平成13年10月に開館した，岩手

県立美術館は展示ホールにナラのフローリングが

利用され，また，美術品の収蔵庫はスギ板張りで，

その中の収蔵棚は桐材が使われるなど，外観はモ

ダンなRC打ち放しながら，内装には多くの県産

材が使われました。

また，市町村等の地域材利用促進については，

県が平成8年から県単独事業による施設の木造化

に対する助成を行っており，これまでに32市剛寸

(県下58市Ⅲ].村）で地域の特徴を活かした木造施

設が整備されました。

これをきっかけに各地で木造化，木質化の取り

組みが浸透してきております。

特に県北部の二戸地域では,平成11～13年に大

型の木造施設が相次いで整備されました。

①岩手県二戸市の事例

二戸市は，青森県に接する人口約2万8千人の

市で,現在,開業を半年後に控えた東北新幹線(八

戸線）の県内最後の停車地です。

ここで,平成12年に林野庁の補助事業を利用し

て，多目的な木造交流センターを整備しました。

施設はいわゆる公民館ですが，設計．施工管理を

市の担当係長（一級建築士）が直轄で行ったこと

が特徴で，地元の木材にこだわり，13樹種を使い

分けつつ，木使いがうるさくならないように工夫

した，木の香り豊かな木造施設です（写真①)。

丸太のままで使ったサワラは，地元の県有林か

ら係長自らが選木，おまけに墨付けまでしたとの

ことでした。

施設での利用状況は極めて良く，また利用者の

反響も大変良いとのことです。

②岩手県一戸町の事例

二戸市の南に隣接する一戸町は,平成10年に木

造つり橋，12年に木造ドーム「町民コミュニティ

ーセンター」を集中的に整備しました。

どちらも，地元カラマツ材の集成材を利用しま

したが，大断面集成材ではなく，間伐材等の中小

径材を有効に利用した中断面集成材に加工し，金

林業技術No.7232002.6－⑮



写真①二戸市・多目的交流センター

集会室(上)と内部廊下(右）

写真②一戸町・「き･き･きのつり橋」内部(左)と外観(右）

物との組み合わせで利用を実現しました。

つり橋は，橋の中央を1本柱でつるす木造・屋

根付．湾曲・登り傾斜という複雑な構造で，現在

世界に1つしかない？という橋で「き．き．きのつ

り橋」の愛称で，本年4月末から関連施設と併せ

て本格的に利用されています（写真②)。

また，町民コミュニティーセンターは，直径37

mのドームを中心に，南北に会議室棟と図書館棟

が翼を広げたような形状で，描造材にはカラマツ

中小径材を利用した,125mmの小幅の集成材を

ドーム材，図書館棟等の梁，柱材等に金物で緊結

して使用しています（写真③)。

町では7月の開館に向け，現在，駐車場や書架

⑯－林業技術No.7232002.6

の整備等を進めています。

③岩手県浄法寺町の事例

浄法寺町は,瀬戸内寂聴さんが住職を務める｢天

台寺」でご存じの方も多いかもしれません。また，

最近では寂聴さんの法話に全国各地から多数の

人々が訪れることでも話題になっている，生漆と

葉タバコ生産が盛んな人口約5,700人の町です。

ここで,平成13年に木造3階建ての役場庁舎が

新築されました。町長の熱意で，町有林のカラマ

ツを集成材に加工し金物工法で建築したところ，

大幅なコスト削減と併せて地域の林産振興にも寄

与することができました(写真④)。また，低コス

ト庁舎の実現で全国各地からの視察者が後を絶た



‐
写真③一戸町ドーム内部(左)と図書館棟内部(右）

蕊写真④浄法寺町役場庁舎

吹抜けの町民ホール(左)と執務室(上）

⑪おわりに●
ず，町の知名度アップにも十分貢献できたと町長

の顔もほこるんでおり，「安くてどうもすいませ

ん！」と言った心境でしょうか。

なお,受付と議場,町長室は地元産漆塗りの超1

豪華仕上げです。

(3)庁用物品での木材利用

庁用物品木質化等促進部会では，グリーン購入

法の制定などを背景に，事務用品等での木製品利

用の推進に努めており，「先ず槐より始めよ｣の諺

に習い，県庁舎内職員の木製名札着用を進め，現

在，知事以下7割の職員が着用しております。

今後も出先機関への普及や，身近な事務用品等

での木材利用に努めることにしています。

岩手県においても，長引く木材価格の低迷や住

宅着工戸数の減少，さらには，木材そのものの需

要の減少など，林業・木材産業を取り巻く環境は

厳しさを通り過ぎ，危機的な状況となっています。

それを支えるためにも間伐材等地域材の利用推進

をより一層強化し,まずは地域材を地元で使う｢地

産地消」を進めることが肝要と考え，今後も公共

施設等での地域材利用を積極的に進めていくこと

としています。

I I
筆者E-mail

kyo-kimura@pref.iwate.jp/
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フく今月のテーマ間伐材の活用

島根県での森林土木用資材としての
間伐材利用推進状況について

わかつきあきら

島根県農林水産部森林整備課主任技師若槻明

霧間伐材の利用状況霧

昨年度は，木柵・落石防護壁の緩衝材・間伐材

法面保護工（間伐材パネル）を中心にして，以前

はコンクリート製がほとんどであった治山ダム

エ･流路工にも使用しました（写真①)。昨年度の

工種・地域別利用状況は，表①のとおりです。

聯間伐材を使用した事例鰯

(1)落石防護壁緩衝材

落石防護壁への落石による衝撃を緩和するため

間伐材を利用しています（以前は古タイヤを使用

していました）（写真②)。

(2)間伐材法面保護工（間伐材パネル）

次の効果から林道の法面等に施工しています

(写真③)。

①林道法尻安定

②山火事防止

⑧はじめに鍔

近年，林業の低迷から放置された森林が多くな

り，間伐等手入れが緊急課題となっています。こ

の間伐が進まない理由の一つには間伐材の需要が

ないことが挙げられます。このため，森林土木用

資材として間伐材を利用した需要拡大が期待され

ています。

本県での取り組みを説明しますと,20年くらい

前までは過去の工事台帳を見ても森林土木用資材

として木製品を使用した事例は少なく，現在頻繁

に使用している木柵でさえも杭材は松杭，壁材は

簡易金網でした。

近年は，林野庁で定められた「森林土木木製構

造物暫定設計指針及び暫定歩掛」等を参考にし，

様々な工種・工法への間伐材利用を図っています

ので，その取り組みについて報告します。

表①平成13年度木材・木製品利用計画表

(単位:m3)

工種別計画

事務所名事務所名 事務所計
間伐材
パネルエ

転落
防止柵

落石

緩衝材
簡易作業

施設
仮説

防護柵
木柵工 筋工 水路工 床固工 流路工 階段工 防風工 作業構台土留工 その他

》
一
》
｜
》
｜
崎
一
》
一
》
一
崎
綱

97．519．1

3．0118．812．030．010．0

67．020．052．054．0

167．5

78．01．6213．8

210．011．216．81．039．6

61．0

189‘0
－

103．5

｜
州
一
》
恥
一
獅
一
轆
岬

１●０４４

’
四
一
劉
一
一
一

98－045－6

4.01454.8121.513．0’799.8132.0161.9126.8153.01307.41390.5145.613.11.0127.1135.112,573.5
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鶴
写真①木柵施工状況

写真②落石防護壁緩衝材

③ドライバーの視距確保

④林道維持管理費の軽減

(3)間伐材治山ダム

以前はコンクリート製がほとんどでしたが，施

工位置･規模等考盧しながら9｢森林土木木製構造

物暫定設計指針及び暫定歩掛」等を参考に設計・

施工しました（写真④)。

(4)間伐材流路工

渓岸の侵食を防止するため，間伐材で流路工を

施工しました（写真⑤)。

(5)間伐材法枠工

法面上に間伐材を格子に組み，緑化工の基礎と

して施工しました（写真⑥)。

(6)間伐材防風柵

強い季節風と潮風から背後地のクロマツ林を保

護するため，間伐材による防風柵を施工しました

(写真⑦，⑧)。

写真③間伐材法面保護工

鋪昨年度からの取り組み鋤

(1)間伐材の規格

間伐材は，直径・形状にばらつきが多く，従前

の規格の許容範囲には合致せず，森林土木用資材

としては使用できない素材が多く見受けられ，一

部地域では工事必要量が確保できない状況が生じ

ていました。

この間伐材のばらつきが施設の機能および構造

的に問題ない工種もあることから，間伐材（原木

丸太）の規格を緩和し，より多くの間伐材を使用

できるようにしました。

◎直径：

｜設計値の8割～1.2倍]→|設計値の概ね8割

～14倍］

◎曲がり：

［通直材］→［概ね通直材1

．末口径と元'二|径との差：

[3cm以内｜→｜規定しない］

林業技術No.7232002.6-m



写真④間伐材床固工

写真⑥間伐材法枠エ

(2)間伐材の加工方法

間伐材の加工方法については，設計者の

判断に託していましたが,｢木製構造物の用

途別使用材料」の表を作成し，これに用途

別の間伐材の加工方法および防腐処理の有

無を記載したことにより，設計の助けとな

り現場担当者が間伐材を利用した工法を採

用しやすくしました。

霧本年度の取り組み齢

蕊篝
t1
句

＝垂'X＝-垂

本年度は，治山工事の仮設部分での間伐材利用

を検討しています。

例えば，イメージアップ経費により共通仮設費

を割り増しし，その割り増し金額により従来のコ

ンクリート・鋼製等の資材より景観的に優れた間

伐材を使用し，案内板・仮囲い等を木製品化する

計画です。この案内板・仮囲い等は治山工事現場

近隣の住民と接する部分であり，間伐材を利用す

⑳－林業技術No.7232002.6

写真⑤間伐材流路工

r誼％J

,『穂

議篭

誕鋼Ⅶ蝿…、

写真⑦，③間伐材防風柵

ることにより治山事業のイメージアップ・木製品

の良さをPRできると考えています。

篭おわりに霧

平成12年度までは，森林整備はもとより，間伐

材を森林土木用資材として利用し需要を拡大して

いくことが間伐を進めていくうえで重要なことだ

と認識し，とにかく間伐材を多く使用するよう努

力してきましたが，昨年度は，これまでの間伐材

を使用した経験から問題点を整理し，間伐材を利

用する際の障害を取り除くようにしました。本年



表②木製構造物の用途別使用材料

工種 用途 材料の区分

無加工｜円柱加工｜円柱半割｜押角｜太鼓落’板

防腐処理 備 考

○’一｣一○’○
○’○｜
△｜’○

o1l_o_l－O

渓間工 ダムエ

ダムエ型枠

○△
○
｜
△

○

壷窒王 ○

沈床工 ○ ○

’
山腹工

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｐ
１
Ｈ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ｇ
Ｌ
Ｉ
ｂ
ｌ
Ｉ

○
○
一
○ 幸 二

○
○
○

一

土留工 △
○土留工型枠

水塞ェ

Ｏ
ｌ
Ｏ
ｌ
ｌ

柵工

筋工

○

法枠工 ○
○

○

法面保護工

落石緩衝材 ○ ○
’
○転落防止福

’

海岸 ○
一
△
一
△

○I○ ○防風根

防腐処理の有無は､期待する耐用年数により検討○
’
○

堆砂垣 △

静砂垣 △ 〃

｜
’

保全林 防腐処理の有無は､期待する耐用年数により検討○
一
○

植栽支柱 △
一
○’ 露

一
蒜 ■

匝
酉

晒
囲
。

○’○

○’○

○
’
○

○
一
○標識

仮設エ ○
’
○

作業構台

防護栂

仁
注1)｢材料の区分」の○印は標準，△印は場合によっては使用可とする。
注2)｢防腐処理」の有無および防腐剤の選定は，設置箇所の状況，耐用年数を考臘のうえ決定するものとする。また，防腐処理は原則として加圧注入方式とする。

度は，仮設工事部分にも着目し間伐材の使用可能

な部分での利用を考えています。

今後は，新たな間伐材利用工法の開発はもとよ

り，施工実績のある工種でも施工性のアップや強

度・耐久性を検討することにより間伐材採用箇所

が増えるのではと考えています。

以上報告しましたとおり，この間伐材の利用推

進が森林の機能の回復・林業の活性化につながっ

ていくことから，さらなる間伐材の利用推進を考

えています。

もり

しまね森林の伝言板

http://www.pref.shimane.jp/sectlon/morl/

筆者E-mail

wakatsuki.akira@pref.shimane.jpホームページ

一
蟹
蕊
蕊

読みつがれて20年，待望の21世紀新版（5訂版）ができました／

森と木の質問箱小学生のための森林教室
●編集・発行紬日本林業技術協会

●A4変型･64ページ・4色刷●定価［本体価格650円十税］

小学生の疑問に応える形式で，樹木・森林についての知識森林の栗だして
いる役割・機能，林業の役割・現状，森林と人々のつながり，環境としての森
林，等々について，平易な文章・イラスト・写真でやさしく説き明かします。
森林環境教育への取り組みにも格好の教材本。

お申し込みは，日林協普及部販売担当まで
〒102-0085東京都千代田区六番町7TELO3-3261-6969FAXO3-3261-3044

－

立怨＝A･画製碗唖箆古

林業技術No.7232002.6-⑳



く今月のテーマ間伐材の活用

間伐材漁礁への取り組み

山口県阿武町林業振興会

フ

きむらまこと

木村誠

織灘鍵》

林の有する機能に対する国民意識の変化なども考
鋤はじめに鰯

え，間伐体験や森林の特徴を生かした様々なイベ

私たちの住む'呵武町は山口県の北部に位置し，ントを通じて都市住民との交流を図っているとこ

明治維新発祥の地，萩市に隣接した人口4,500人ろです。また，ホームページを開設して様々な情

の町です。産業は一次産業が中心で海岸部では漁報発信や交流も進めているところです。

業山間部では農業が主体となっています。面積
壱間伐材漁礁開発のいきさつ●

は11,000haと広く，そのうち林野率は84%を占

めています。今から十数年前，阿武町では町内の異業種交流

林業はスギ，ヒノキを中心に戦後，拡大造林がが開催されたのが始まりでした。それまで同じ町

図られ，その多くは間伐を必要としています。し内に住んでいても多少の面識はあってもほとんど

かし，木材価格は昭和50年代をピークに低迷し，交流のなかった山と海の出会いの第一歩でした。

特に最近の市況は品確法の制定以来，ますます低会の終了後，懇親会の席での雑談の中で，昔から

下し林家の山林に対する意欲が薄くなっているの海では古くなった木造船を沈めてそれを漁礁とし

が現状です。特に間伐材は搬出コス1,もかかり市て利用していましたが，大変良好な漁場となるこ

場へ出しても収益が得にくい状態です。とを漁師たちは認識していたそうです。現在は

当振興会では出荷経費削減のため，林内作業車FRPの漁船が主体で,漁礁としては使用されてい

が通れる幅員2m程度の簡易作業道を開設したません。また，一般の漁礁はコンクリート製であ

り，列状間伐を進めてまいりました。しかし，近り，なかなか良い漁場とはならないとのことです。

年ではそれでも収益は下がる一方で，間伐材は林このような状況の中で何とか木材による漁礁はで

内に放置されている山林が増えています。私たちきないものかと考えていたそうですが，海の人た

は木材の利用PRや地球環境の悪化などにより森ちは木材をどのように調達すればよいかわからず，

繍
写真①間伐体験での工作風景 写真②漁協青年部との搬出風景

⑳－林業技術No.72320026



表①間伐材漁礁設置状況

事業量｜常寄 鉄筋10先は折り曲がるトー－－約1.5m一材質|鞭’ 沈殼 備考

組合単独事業
立木型5蟇
井桁型21基

７
’

独自ヒノキ 300

1

1

Ｊ
１ 護山漁村ふるさと活性化事業

(県1/3町1/3実施主体1/3）

墓
墓
０
６
３
６
型
型
木
桁
立
井

81ヒノキ 純白1"200

単県農山漁村整備事業
(県1/2町1/4実施主体1/4）９

仙
一
Ⅱ
一
値

スギ 井桁型120基 3,000 請負
墓'（
-T 単県農山漁村整備事業
(県1/2町1/4実施主体1/4）

(クレポリ）
4すみ同じ

み2個ずつ

ヒノキ 井桁型116墓 3,000 請負

単県震山漁村整備事業
(県1/2町1/4実施主体1/4）

スギ|井桁型118墓 3,000 請負

単県農山漁村整備事業

(県1/2町1/4実施主体1/4）
スギ 井桁型110g3000 請負

図①間伐材漁礁（井桁型）

また，木は高いというイメージもあってなかなか

具体化しなかったそうです｡一方,私たちは前述の

ように間伐材はお金にならず，山に放置している

のが現状でした。この会での出会いがきっかけで

間伐材漁礁への取り組みがスタートしたわけです。

鯵間伐材漁礁への具体的な取り組み鐵

この漁礁に取り組んだのは同じ町内にある宇田

郷漁協で，主に一本釣りをしていて特に漁礁に関

心が高く，考えが前向きであったことも幸いした

ように思います。

それから先は漁協青年部が中心となっていろい

ろな方面との調整をしましたが，特に海上保安庁

との交渉は大変だったようです。その一つは木材

はいずれ浮いてきて漂流物となり船の安全に支障

をきたすという問題でした。私たち山の人間も木

は浮くものとの先入観がありましたが，漁師の人

の話では水深70mの海底に沈めるわけですが，

7気圧の圧力がかかって確かに沈めるときには重

りがいるのですが，海底に着いたら浮かぼうにも

絶対浮き上がれないそうです。まさに目からうろ

こでした。

それらの問題を何とかクリアーして平成7年度

から間伐材漁礁の製作が始まりました。当初は27

基が製作されましたが，これは町有林から搬出さ

れた木材を利用し組み立てられました。平成8年

度から本格的な間伐材漁礁がスタートしました。

III｣有林約1haを間伐事業を利用し，振興会が伐

採，玉切りを行いました。なだらかな地形だった

ため，列状間伐を中心にして搬出は漁協青年部も

協力して林内作業車で搬出を行いました。漁協の

人たちも初めての経験で林業の厳しさも理解でき

たようです｡木材は3mに玉切りし200本を漁協

の港まで搬出しました。それを振興会が1.5mに

玉切りして，3月に漁協組合員と振興会員が協力

して組み立てを行いました。

組み立て方法は木材の両端にドリルで穴をあけ，

それを5段程度に4本の鉄筋に通し井桁型に組み

上げ，途中に4本の筋交いを入れ，四隅に沈設用

のバラスの入った袋を取り付けます。また海に森

を作ろうと枝付きの木も沈めましたが，水圧の関

係で全部海底で倒れてしまい森を作ることはでき

ませんでした。しかし，これは木は浮いてこない

証明にもなりました（図①参照)。

組み立て終了後は新鮮な魚で酒を酌み交わし，

海と山の交流を図りました。これがこのイベント

の最大の楽しみかもしれません。

この年は町有林の間伐材を使用しましたが，振

興会としては会員の山を間伐することによって，

山からの収入を得ることと，それに伴い少しでも

間伐が推進できたらとの思いがありました。そこ

で漁協と相談のうえ,末口径8～15cm,長さ3m

1本を3001:9(ただし道路渡しmli格）とし，港で

の1.5cmの玉切りは振興会が行う条件で価格設

定をしました。これは当時の市場価格を元にしま

したが，木は曲がり材や傷があっても問題がなく，

しかも運賃が不用なため，会員には有利な条件と

なっていました。しかも作業道もかなり以前から

整備していましたので1200本のわずかな量でし

たが，希望者が多く出材の調整をするほどになり

ました。

また平成8年度まではヒノキ材でしたが，当地

林業技術No.7232002.6-⑬



由

写真③搬出され港に運ばれた漁礁用間伐材 写真④間伐材漁礁組み立て風景

は火山灰土壌で肥沃なため，スギが多く植栽され

ていて漁協にスギではいけないか相談したところ，

『魚にはスギかヒノキか区別はできんからどっち

でもいい』との返事。私たちの感覚ではヒノキの

ほうが高いからとの思いがありましたが，先入観

を持ってはいけないと感じました。

次に事業費については表①のとおりです。平成

7年は単独で行いましたが，平成8年度からは単

県補助事業となり，県が1/3，町が1/3,地元漁協

が1/3の負担で事業費120万円の予算で行われま

した。また漁礁は漁船でえい航し組合員の手で沈

められましたが，危険を伴うことから平成9年度

からは台船による業者委託となりました。また事

業費も300万円となり，県が1/2,町が1/4,地元

漁協が1/4となっています｡この事業は平成11年

度まで行われましたが平成13年4月に阿武萩の

漁協が合併したことに伴い一時中断しています。

亀これからの取り組み鐙

次に間伐材漁礁の効果についてですが，毎年夏

に県の水産試験場による無人潜水艦による追跡調

査でも，設置後5カ月で小魚やカサゴなどが確認

されました。また魚群探知機ではアジなどの回遊

魚も確認されるなど成果が予想以上に早く現れて

います。これはコンクリート漁礁に比べ，魚に違

和感がなく受け入れられているものと思われます。

また，昨年漁礁の一部を水産試験場が引き上げて

いますが，木に蜂の巣のように穴があいておりフ

ナムシが生息し，魚のエサとなっていることも好

漁場の条件となっているようです。昔から，沈め

られた船が腐って形がなくなる時期がいちばん魚

が釣れていたそうです。

当振興会は平成12年に全国林業グループコン

クールに出場し，間伐材漁礁への取り組み等が評

illiされ，農林水産大臣賞を受賞しました。そのお

かげで全国各地から林業漁業の関係者が多く視

察に見えています。山口県でもあちこちで取り組

みが始まっていますが，全国でもいろいろな形で

間伐材漁礁への取り組みが広がりつつあります。

また国も今年度から間伐材を利用した漁礁を沈め，

追跡調査を開始しました。木材がいろいろな形で

利用されることはうれしいことですが，問題点も

たくさんあります。

鶴これからの問題点鋤

最大の問題点は，今後，間伐材漁礁が広まって

も，木材価格が_上昇し林家の収入になるとは思え

ないことです。確かに阿武町での取り組みは，同

じ町内の山と海が手を結び木材を直接取り引きし

たために，山での収入に結びつきました。しかし，

利益を考えるなら，木材市場にいけば，安い木材

はいくらでも手に入ります。規模が大きくなれば

なるほど，問題が生じてくると考えられます。そ

の点で考えれば，地元での木材供給を進めていく

必要があると考えます。また，海と山の交流も私

たちの体験からも大きな成果だったと思います。

次に地元負担の問題です。阿武I1I].の場合は地元

負担は1/4で75万円です｡コンクリート漁礁は国

⑭－林業技術No.7232002.6



サ

写真⑤漁船による沈設作業

陸

鍵議
震

鶴箪難謹

蕊 篝
写真⑥クレーン船による漁礁積み込み風景

の予算があり，直接漁協の負担はありません。今

は単県事業ですが，国の事業として認められれば

地元負担も少なくなります。問題は耐用年数です。

確かにコンクリートと違い木は腐る．わけで，そう

長くは持ちません。しかし，木であるためにエサ

となるフナムシも発生するわけです。ぜひとも全

国各地でこの取り組みが広がりお互いのメリット

となってほしいと思います。

もう一点，今のところ漁獲量として目に見えて

出てこないことです。これは漁場が漁民の共同の

場であり，その漁礁で釣れたとは言わないことも

I

票
鱸

等
Ⅱ,’．：ノ

鐘警瓠

罎

§
篝菫雲雲

一つの要因のようです。私たち林家

のように自分の土地で仕事をする者

にとっては理解しにくい面もありま

すが，本当に良い漁場となっている

ことを早く証明してほしいものです。

⑰おわりに⑬

以上，間伐材漁礁について述べて

きましたが，林業をはじめ，農業，

漁業の一次産業はどれをとっても危

機的状況にあります。経済が国際化

した現在，価格競争をした場合，安

い商品が海外からどんどん入ってき

ます｡特に木材は昭和30年代から自

由化が進み,木材の自給率は20％台

だと聞いています。また一方では住

宅をはじめ，少し前までは木材を使

っていたところでも便利さや価格な

どの面で代替品に取って変わられて

います。欧米諸国では，木材を大切

にし，しかもいろいろな場所に利用

しています。日本は戦後の拡大造林

のおかげで世界有数の森林所有国と

なっています。しかしながら間伐が

必要な山林が多い中，間伐材は山林

に放置されています。もっと大変な

のは間伐もされず林地には光も入ら

ず災害も心配される山もたくさんあ

ります。一方では，環境問題やレク

リエーションの場として関心も高まっています。

しかし林業の持つ長期性からも，私たちはこれま

で育ててきた山林を破壊することなく，本当に環

境に適した状態に育てていく必要があります。そ

のためにはもっと木材を利用していく必要があり

ます。少しでも木を使っていただけるよう，これ

からもいろいろな活動をしていきたいと思います。

I
阿武町林業振興会ホームページアドレス

http://www4.ocnne.jp/-kikori/ 1
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く今月のテーマ間伐材の活用フ

切り捨て間伐材の活用
一"ふじグリーンネットワーク"の活動

こやまゆきこ

佐賀県水産林務局林政課企画管理班技師小山由希子
三

②山の中に散在する間伐材霧

私が，林業改良指導員として森林所有者

と接していたとき，次のように言われる方

がいました。「自分で持ち出すなら，オレの

山の間伐材は，ただでやってもいい」こん

な言葉が聞かれるほど，山には切り捨てら

れた間伐材が見られます。

そんな切り捨てられた間伐材160本が，

佐賀県富士lll].の森林ボランティア「ふじグ

リーンネットワーク」23名の手で運び出さ

れ，富士町の下流，佐賀市内で開催された 写真①ふじグリーンネットワークによる間伐材搬出

｢第3回さが水環境フェア」の催しの中で

｢間伐材を活かした水路整備｣に有効利用されましを展開しています。

たので紹介します。さらに，今年10月6日には第26回全国育樹祭

の開催されることもあり，県民総参加の緑づくり
●佐賀県と富士町の間伐等の状況鯵

の気運が盛り上がっているところです。

1．佐賀県の間伐等の状況2．富士町の間伐等の状況

佐賀県は，有明海沿いに広大な平坦地を有し稲「ふじグリーンネットワーク｣が結成された富士

作が盛んな県です｡森林は県土の45％と全国平均町は，佐賀県の北端福岡県境に位置し，総面積

67％を大きく下回っており，非常に貴重な緑資源は143km2,8割以上を森林が占めており，県内で

となっています。また，人工林率は67％と全国平も有数の林業地です。

均の41％に比べ極めて高くなっていますが,木材町民と，下流域住民との交流も盛んで，巨樹を

価格の低迷等厳しい林業情勢から，過去5カ年の語る会，ファーブルの森活動，山野草料理を試食

間伐必要量に対する実施率は63％と不足していする菖蒲ご膳活動，映画祭，マラソン大会など，

ます。県内では，年間2,000ha程度の間伐が実施町外者を招いた活動が活発に行われています。

されていますが，間伐材のおよそ2割程度が搬出林業活動では現在bl11].と森林組合による間伐の

利用され，8割程度の間伐材が山に放置されてい推進に取り組まれ,年間平均450ha程度の間伐が

る状況です。なされています。また森林組合では，スギ間伐材

このような状況に対処するため，本県では，平などを杭木に加工する小径木加工工場や製材施設

成3年度から｢佐賀県林業主産地づくり推進運動」 も稼働しており間伐材利用に積極的に取り組まれ

⑳－林業技術No.7232002.6



隊員の状況隊員の年代別状況
隊員
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～ 20代30代40代50代60代

図①“ふじグリーンネットワーク”の隊員の状況

樹や下刈りなど育樹イベントの際には，作業指導

者としても活動されている頼もしい林業応援団で

す。

林業作業に必要な道具や燃料は，持参される会

員もいますが，事務局（富士町役場）が保有する

道具や，森林組合，地元などから調達して使用し

ています。

露切り捨て間伐材の搬出鐘

ています。

●ふじグリーンネットワークの活動霞

ふじグリーンネットワークは森林作業活動を通

し，山村と都市の交流促進，自然環境の大切さ・

山村の暮らしへの理解を深めることを目的として，

平成7年度から佐賀県内各地で結成された森林ボ

ランティア組織「親林（しんりん）交流隊」を母

体として結成された組織です。

3年単位で解散，再結成し，現在，活動は7年

目を迎えています｡隊員数は41名，町内はもとよ

り，下流域の佐賀市からの参加も多く，約7割が

下流域から，残り3割が県外や他流域，町内から

の参加者となっています。また年代別にみると

50～60代を中心に20代から60代までのll1扇広い

年齢層の方々が参加されています。なお3年ごと

の再結成の際には，‐|守流域の佐賀市を中心にマス

コミや公共機関を使った隊員募集がなされていま

す。

活動は，隊員の意見をもとに「森林･林業体験」

と「楽しみ，遊び」を組み合わせ，年間の計画を

決定し，季節に応じ年3回程度の活動をされてい

ます。

これまでに，町有林での広葉樹植栽，その植栽

箇所の下刈り，枝打ち，間伐といった林業作業，

シイタケのこま打ち，炭焼き，竹細工，野鳥観察，

植物観察，雪害森林の見学といった活動や，地元

団体との間伐の合同作業や交流，意見交換会など，

他団体との交流事業も積極的に実施されています。

さらに,lll｣.内で一般参加者を募って行われる植

1間伐材の提供者

切り捨て間伐材を｢ただで持っていってもいい」

という言葉はかけてもらうものの，道に近く（で

きれば道に隣接している)，山の勾配も緩やか,作

業も容易という，素人の手に負えるような条件の

良い山はなかなかありません。やはり，切り捨て

材が転がる'11は，山の勾配がきつく，材を出すに

はひと苦労，車まで遠い所が多いのが現実です。

今回，間伐材が出された山は，町内の古場区が，

区有林を3年ほど前に切り捨て間伐したスギ林で

した。ボランティアが作業できるところを事務局

が探し，作業道沿いで，山の勾配も緩やかという

場所が見つかり，区のご理解を得られ，切り捨て

られていた間伐材を利用することとなりました。

2．間伐材の搬出作業

昨年10月21日（日）の作業の日は，あいにく

の小雨にもかかわらず，ふじグリーンネットワー

ク隊員23人の参加を得て間伐材の玉伐り搬出作

業が行われました。男性隊員を中心にチェンソー

を使い，切り捨てられていた間伐材を4mに玉切

りし，半日で160本の間伐材を隊員らが肩で担ぎ

林業技術No.7232002.6-⑳
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写真②ふじグリーンネットワークのメンバー

テーマが決定され，「ごみくい」といわれる水路の

清掃作業,水路の生態系調査などとともに，「間伐

材をいかす水路の手入れ」が計画されました。こ

れに必要な，間伐材の提供をふじグリーンネット

ワークが申し出られ，活動の中で間伐材を搬出し

たのです。

フェア中には，ふじグリーンネットワーク提供

の間伐材160本が，参加団体の佐賀県造園協会の

協力により水路の護岸工として施工されました。

間伐材による水路工は，景観にもマッチしていて，

水環境にも優しく，素晴らしい出来上がりとなり

ました。

壕むすび、

今回，わずか160本ではありますが，切り捨て

られていた間伐材を山から拾い出し活用したボラ

ンティアの活動を紹介しました。この活動以降，

ふじグリーンネットワークでは，切り捨てていた

間伐材を，「もったいない，間伐材を有効利用しよ

う」という気運が高まり，今年3月の活動でもス

ギ林の間伐作業後，材を搬出して，木炭に利用す

るという活動がなされました。今後も，ふじグリ

ーンネットワークでは，「間伐材を利用しよう｣，

さらには,｢町内の小径木加工工場へ杭木用に出荷

し，会の活動資金をつくろう」という計画も持ち

上がっています。

木材を活用する小さな行動が，今後さらに大き

な広がりになることを期待しています。

道まで出し積み込みました。これまでにふじグリ

ーンネットワークでは，間伐作業の経験はあった

のですが，玉切り，搬出という作業は初めてで，

作業前に打ち合わせをし，隊員それぞれが，自分

ができることを見つけながら作業を分担し実施さ

れました。

隊員の皆さんは木を伐るという行為に，興味を

持たれるとともに，非常にやりがいを感じておら

れるようで，なかにはマイチェンソーを購入した

人もいます。

霧切り捨て間伐材が水路工に露

佐賀市のひょうたん島公園（文末注記を参照）

で，昨年11月に｢第3回さが水環境フェア」が開

催されました。このフェアは，県内の水環境に関

心を持つ県内各団体の連携促進と，市民の水環境

への関心を高めるため，森林ボランティアや消費

者グループなど20団体が参加し,年1回開催され

ているものです。昨年のフェアでは，パネルディ

スカッションや緑の少年団の参加による水路の生

態系調査，参加団体による木工やたい肥づくり，

廃油石鹸づくりなどの体験学習や参加団体の活動

報告など,2日間にわたり開催され,およそ800名

の参加がありました。

このフェアに，ふじグリーンネットワークも実

行委員として参加されており，企画会議のに|鳥'で，

公園内の水路を活用して水環境を考える「森・ク

リーク・有明海のつながりを体験しよう」という

⑳－林業技術No.7232002.6



写真④チェンソーを使って作業（ふじグリーンネットワーク
隊員）

写真⑤切り出した間伐材を木炭にする活動

棚脚燃謝

…
写真⑥ひょうたん島公園での水路工事

業や，それを取り巻く自然を身近に感じ，｜皇|然をその

ままに生かしたクリーク公園が佐賀市にある「ひょう

たん島公園」です。公園には，広い囲炉裏を備えた研

修棟や，昔の佐賀の農家の土間が再現してあり，公園
周|野|のクリークでボート遊びも楽しめるようになっ

ています。さらに公園内では，公園内や隣接する市民

農園からの雑草，野菜くず等を堆肥化し，瞳|内の花

壇，畑，市民農園に再び戻し活用する「循環型利用」
の取り組みがなされています。ちなみに，ひょうたん

島という名称は公園がクリークに囲まれていて，公園
がちょうどひょうたん型になっていることからです。

佐賀県ホームページ

http://www.pref.sagaip

富士町ホームページ

h廿p://www.town.fuji.saga.jp/

佐賀市ホームページ

http://wwwcib/.saga.saga.jp/

筆者E-mail

koyama-yukiko@pref.saga.jp

参考：佐賀の農業と「ひょうたん島公園」

平野が多く，干拓により水を必要とする平野面積も
拡大していた佐賀平野では，昔から水田に沿って水路

(クリーク)を掘り活用してきました。具体的には，農

業用水の貯水・送水，飲み水や風呂水など生活用水，
クリークの底にたまった泥土は水H皇|の肥料として，さ

らにフナなどの魚はたんぱく源として利用してきて

おり，平野には多くのクリークが作られていました。
近年では，水道等の発達や，圃場整備等によりクリー

クは減少しています。このような昔ながらの佐賀の農

、

心
一
蕊
撫
箔
牡

小笠原原生植生回復「アカギ退治ボランティア」の募集
東洋のガラパゴスともいわれる小笠原諸島には，ほかには見られない固有の生態系が維持されています。しか
しながら近年，アカギなどの移入種が分布を拡大し，この貴重な生態系に大きな影響を与えています。小笠原諸
島の国有林7干haを管理する関東森林管理局東京分局では,小笠原田島の国有林において,一般ボランティア参
加による，アカギの駆除対策を実施します。
1期日：平成14年7月14日(日)～19日(金）
2募集人員:A組･B組の2組（先着|||頁各50人。A組･B組は島での滞在スケジュールが異なります）
3参加費:78,000円（乗船券，民宿代，保険料含む）
4応募締切り：6月21日（必着）
5.応募先；〒135-8375東京都江東区東陽6-2-11関東森林管理局東京分局指導普及課あて。

往復ハガキに，「小笠原アカギボランティア｣と書き，参加希望者それぞれの，①氏名，②郵便
番号，⑧住所，④年齢，⑤連絡先（電話FAX)を記入。（数名まとまっての応募は，復信の
宛先に代表者の氏名と住所を記入）

●問合せ先：関東森林管理局東京分局指導普及課(担当：下村1elO3-3699-2558,FaxO3-5634-9433)

林業技術No.7232002.6－⑳



吹上浜における海岸防災林工事の歴史会

謹慧
;灘
態 井内祥人(いうちよしひと）鹿児島県林務水産課･技術士

場
よび川内川河口の調査もなされ，含鉄量は極めて貧弱

な砂丘であると記されている。

その後，関白近衛家久が天正3年（1575）に詠んだ

歌『吹上の松は眞砂に埋もれて老木ながらの小松原

かな』でわかるように，砂が老木を埋没してわずかに

梢頭を現している情景は，この時代も飛砂，砂害が相

当甚大であった様子が想像できる。

そして100年後の延宝2年(1674),吹上浜一帯で森

林大火災が発生し，これがきっかけとなって，鹿児島

県（薩摩藩）における最初の海岸防砂林造成工事が行

われることになる。

3．海岸防災林造成工事開始時代

記録によると，火災延焼は七昼夜に及び，一帯の森

林を焼き尽くし裸地となり，東シナ海からの季節風に

より，飛砂は激甚を極め‐|-数ヘクタールに及ぶ集落，

田畑まで埋没する惨状となった。このため，貞享年間

(1684～87)に至っては被害がさらに甚大となり，当時

の薩摩藩家老が熱心に保全に努力し，宮内良門なる人

物を潟見廻掛に命じ，鋭意，砂防工事の維持に努めさ

せている。これが，記録に残されている最初の海岸林

防災造成工事である。

当時の工事方法は，砂垣造成と（天然）松の移植が

主体であった｡砂害を受ける18集落に工事区域が割り

当てられ，集落住民の人歩課役をもって，工事が遂行

されている。

1．はじめに

薩摩半島西海岸に円弧に位置する吹上浜海岸は，全

長35km,幅500～2,600mとなる砂丘海岸である。明

治30年に国有林に編入されたと同時に塩害防備･飛砂

防備保安林に指定されている。平成4年に松食い虫被

害を受け，見るも無惨な姿になったが，現在は，被害

松林下に生育していた稚樹が成長し，松林の形を取り

戻しつつある。

吹_上浜の松林を見るにつけて，薩摩藩時代の約300

年前に，この松林造成に必死になって明け暮れた先人

たちの苦労が偲ばれる。

ところで，鹿児島県の海岸線延長は，北海道，長||府

県に次いで3番目に長く，その延長は2,633kmにな

る。このうち離島・奄美に属する延長は，3分の2に

当たる1,625kmに達する。そのため,夏から秋にかけ

ての台風と冬の季節風に起因する多くの強風災害を，

県内27の有人離島（雛鳥･奄美群島）に生活する約20

万人の人たちはもちろんであるが，内地に生活する人

たちも，現在でも宿命として受け入れている。

このため，鹿児島県における防災林としての海岸林

造成は，強風災害を軽減する意味からも非常に重要な

業務となっている。

「鹿児島県の海岸林造成は,いつごろから始まったの

か」この疑問に答えるため，既往の文献調査の結果か

らその歴史を解き明かすことにより，現在，海岸林防

災林業務を担当している若い技

術者の参考になれば幸いである。

2．「吹上浜」の登場

「吹上浜｣の地名が最初に史実

に現れるのは，薩摩藩の砂丘砂

鉄調査による。土御門天皇建仁

年間（1201～03）に種子ケ鳥信

基氏が，その領地の種子島沿岸

において砂丘砂鉄により製鉄事

業を創始し，島津氏も続いて薩

摩全領地の砂丘砂鉄の開発に努

めている。そのときに吹上浜お

ノ
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生

其
垣
致
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垣
八
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資料①吹上浜海岸砂防の心得書
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議繍灘
して詠鵬錘受(撲林が育っている。

鰄繊総繊 金嫌迩聯獲輿識 鶴溌繍
当時の砂防内容資料②竺

そして元禄元年(1688),宮内良門は吹上浜の海岸砂

防監視の人々に訓令した心得書(｢田布施砂垣見廻面々

覚悟丈条々」（別掲資料①参照)を表しているが，この

当時の官民の海岸防災林の維持管理方法を示しており，

300有余年経た現在でも立派に通用するものである。

その後，良門の子孫三代までは潟見廻掛として勤め

ていたが，四代lヨになると潟見廻掛が廃止され，その

上，松林も成林し被害を受けなくなったため，集落住

民の熱意もしだいに薄れていった。しかし，その後の

毎年の台風・季節風の襲来により，防風林が被害を受

け，次いで飛砂により田畑が埋没し，その頻繁な復旧

工事の人歩課役に耐えかねて，集落住民は逃散する有

様となっている。

良門の没後170年余り経た安政6年(1859)，良門の

血筋に当たる宮内善左衛門（資料②）は，集落農民の

窮状を見かね，潟見回り役を藩に願い出て許可され，

率先垂範し自ら居を砂丘内に移し，私財を投じて工事

ならびに植栽を行った。

しかし，砂垣工事は，その延長，工事費も膨大にな

ることから，藩の補助を懇願し，その補助を得ること

となる。そしてその工事は明治4年（1871）まで続け

られる。

4．明治時代から大正時代

明治5年(1872)，廃藩置県後の吹上浜砂丘工事は県

の手で行われ,明治30年に国有林に編入されるまで続

く。砂丘工事の成果が現れようとする矢先,明治10年

(1877)の西南の役によって，工事が中断したため，再

び荒廃し,明治13～14年の台風により開墾地の多くが

埋没し，集落住民はことごとく離散の憂き目にあって

いる。

明治初期の工事は，集落住民によって天然樹の保育

と山引苗の植栽により防災林造成工事が行われている。

明治15年(1882)からは,毎年800円あまりの県費と

村費で工事が行われてきたが，膨大な植林面積の整備

にはおぼつかなく，明治30年(1897),当時の県知事が

農商務大臣大隈重信に，国営事業として整備を行うよ

う請願し,同年採択され,吹上浜は国有林に編入された。

国有林における本格的な砂防造林は，大正7年

(1918)から実行されるが，それと並行して当時の農商

務省林業試験場の山本は，この砂丘の一角で砂防（砂

丘)造林試験を行い，その試験結果を大正12年(1923）

と14年に発表している。

これが鹿児島県における最初の海岸防災林技術試験

研究論文である。

これによると，吹上浜ではクロマツにグミあるいは

ニセアカシアの客土混植方法が生育状況ｶﾖ良いという

結果を示している。また，砂防垣の形状，配置につい

ても試験を行っており，垣高2尺，垣間1尺の二重砂

防垣および15間幅の碁盤の目状配置の施工が堆砂効

果があると結論づけている。

この当時の論文を読んでみると70年経た現在の施

工方法とほとんど変わらないことがわかる。

5．おわりに

鹿児島県における，海岸防災林造成工事の創生期の

歴史を述べてきた。海岸防災林造成の歴史は，そこに

住んでいる地域住民の歴史でもあり，生活とも非常に

密着している。長い間，防災林の取り扱いしだいで，

役に立つし，生活さえも破壊されてしまうことは，歴

史が証明している。海岸防災林は，一朝一夕では造成

できない。地道で着実な努力が必要である。

なお，誌面の都合で大正時代までの歴史を述べてき

た。昭和以降，現在(2000）までの歴史は，『フォレス

トコンサル』(2001:No.85)に論じてあります。

興味のある方は，ご一読いただければ幸いです。
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こ
の
森
林
協
同
組
合
は
周
辺
の
五
つ
の

組
合
と
合
併
し
て
拡
大
し
た
が
、
財
政

が
行
き
詰
ま
っ
た
た
め
に
十
年
ほ
ど
前

に
「
山
元
協
同
林
業
組
合
」
は
独
立
し
、

最
近
で
は
「
山
菜
の
直
販
」
な
ど
も
行

い
な
が
ら
、
細
々
と
経
営
を
続
け
て
い

る
。
か
つ
て
農
民
の
冬
季
の
唯
一
の
収

入
源
で
あ
っ
た
炭
焼
き
は
と
う
の
昔
に

需
要
が
な
く
な
っ
て
行
わ
れ
な
く
な
り
、

最
近
で
は
松
く
い
虫
の
処
理
、
県
農
林

公
社
の
請
負
、
委
託
製
材
な
ど
が
主
な

活
動
で
、
自
分
た
ち
の
私
有
林
の
手
入

れ
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は

日
本
の
他
の
山
間
地
域
と
同
様
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
、
五
十
年
を
経
た
こ
の
村
の

生
活
は
格
段
に
豊
か
に
な
っ
て
い
る
。

家
も
建
て
替
え
ら
れ
た
し
、
水
道
も
電

話
も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
ひ
と
通
り
の
家

▲『山びこ学校」の「山元小中学校」（山形県上山市）

電
製
品
は
整
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

は
大
都
市
に
出
て
い
っ
た
り
、
山
形
市

に
通
勤
し
て
お
り
農
外
収
入
を
柱
と
し

て
生
活
し
て
い
け
て
い
る
（
た
だ
し
、

過
疎
化
は
進
ん
で
お
り
、
小
・
中
合
わ

せ
た
生
徒
・
児
童
数
は
五
十
人
を
下
回

っ
て
い
る
）
・
こ
の
こ
と
は
い
っ
た
い
何

を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。

「
団
結
の
力
」
な
ど
に
頼
ら
な
く
て

も
、
国
全
体
の
経
済
が
発
展
さ
え
す
れ

ば
一
人
一
人
貧
農
の
生
活
も
自
動
的
に

改
善
す
る
、
だ
か
ら
途
上
国
援
助
で
も

「
社
会
開
発
」
な
ど
よ
り
「
経
済
開
発
」

を
す
れ
ば
い
い
の
だ
、
と
い
う
主
張
を

展
開
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
延

長
線
上
に
は
「
林
業
振
興
」
「
林
業
技
術

開
発
」
を
目
指
す
援
助
が
「
林
業
協
力
」

の
王
道
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
が
成
り

▲山元地区の山間部の水田

立
ち
う
る
（
た
だ
し
日
本
の
場
合
に
は

「
経
済
発
展
」
が
必
ず
し
も
国
内
林
業
の

発
展
と
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
点
が
問

題
だ
が
）
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
林
業
協

力
で
「
住
民
委
員
会
」
や
「
森
林
組
合
」

の
設
立
を
途
上
国
の
人
々
に
働
き
か
け
、

広
い
意
味
で
の
「
生
活
改
善
」
に
も
取

り
組
も
う
と
す
る
最
近
の
「
参
加
型
開

発
」
の
方
向
は
、
間
違
っ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
に
も
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

●
生
活
改
善
と
グ
ル
ー
プ
活
動

「
山
び
こ
学
校
」
の
学
級
委
員
長
で
あ

り
、
今
も
山
元
村
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て

農
業
を
続
け
る
佐
藤
藤
三
郎
氏
は
こ
う

し
た
意
見
に
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
村
で
の
ご
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え

て
「
共
同
作
業
は
貧
し
い
ほ
ど
難
し
い
。

気
持
ち
も
貧
し
い
か
ら
」
と
指
摘
し
、

「
ポ
イ
ン
ト
は
経
済
力
で
あ
る
」
と
言

う
。
途
上
国
に
対
す
る
援
助
に
つ
い
て

▲「山びこ学校｣関連資料(山形県教育資
料館）

は
「
わ
れ
わ
れ
は
技
術
指
導
は
で
き
る

け
れ
ど
、
ど
ん
な
方
向
に
進
む
か
は
向

こ
う
の
人
が
考
え
れ
ば
い
い
」
「
あ
な
た

方
の
絆
を
強
め
よ
、
な
ど
と
言
わ
ず
に
、

放
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
「
村
を
変
え

よ
う
と
思
っ
た
ら
、
よ
そ
か
ら
人
が
入

っ
て
こ
な
い
と
駄
目
」
と
も
指
摘
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
援
助
に
お
け
る
他
者
の

介
入
は
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、
す
べ

き
な
の
か
と
い
う
本
質
的
な
問
題
に
も

触
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
と
き
に
、
や
は

り
参
考
に
な
る
日
本
の
経
験
が
あ
る
。

そ
れ
は
昭
和
二
十
四
年
か
ら
農
林
省
の

主
導
の
も
と
に
全
国
各
地
の
農
山
村
漁

村
で
展
開
さ
れ
た
「
生
活
改
善
事
業
」

で
あ
る
。
こ
の
事
業
で
は
、
各
地
の
農

業
改
良
普
及
所
に
配
置
さ
れ
た
女
性
の

「
生
活
改
良
普
及
員
」
が
農
山
漁
村
の
女

性
た
ち
に
様
々
な
生
活
改
善
の
た
め
の

働
き
か
け
を
行
い
、
こ
れ
を
グ
ル
ー
プ

活
動
で
実
践
す
る
よ
う
に
指
導
・
育
成

し
た
。
そ
の
活
動
は
「
カ
マ
ド
改
善
」

「
台
所
改
善
」
か
ら
衣
食
住
全
般
、
さ
ら

に
は
家
庭
管
理
、
衛
生
環
境
整
備
、
そ

し
て
生
計
向
上
に
ま
で
及
ん
だ
。
次
回

は
こ
の
「
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
」
の
活

動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
技
術
と
社
会
」

の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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技
術
は
役
に
立
つ
の
か
？
⑳
開
発
援
助
に
お
け
る
技
術
と
社
会

●
貧
困
の
悪
循
環

前
回
と
前
々
回
の
『
住
民
の
力
を
軸

と
し
た
森
林
保
全
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

紹
介
で
書
い
た
と
お
り
、
近
年
の
「
参

加
型
開
発
」
の
流
行
の
中
に
あ
っ
て
、

林
業
協
力
分
野
で
は
「
ど
う
す
れ
ば
ド

ナ
ー
（
援
助
機
関
）
が
望
む
よ
う
な
活

動
を
住
民
が
率
先
し
て
し
て
く
れ
る

か
」
と
い
う
意
味
で
の
「
参
加
」
が
議

論
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
「
ド
ナ
ー
の
た
め
の
参
加
」

と
は
別
に
、
参
加
・
団
結
に
よ
っ
て
貧

し
い
人
々
が
「
交
渉
力
」
や
「
情
報
」

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
「
団
結
の

力
』
を
利
用
し
て
貧
困
の
悪
循
環
か
ら

脱
却
で
き
る
、
と
い
う
「
住
民
自
身
の

た
め
の
」
参
加
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
た
参
加
は
「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
卜
（
力
づ
け
）
」
効
果
を
持
つ
と
さ

れ
、
こ
の
効
果
を
重
視
し
た
ド
ナ
ー
は

し
ば
し
ば
途
上
国
の
村
人
に
「
林
業
組

合
」
「
村
落
委
員
会
」
な
ど
の
結
成
を
働

き
か
け
る
。
「
弱
者
の
団
結
」
に
よ
っ

て
、
ド
ナ
ー
が
い
な
く
て
も
自
分
た
ち

第
十
三
回
団
結
の
力

自
身
の
力
で
開
発
を
推
進
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
林
業

組
合
」
は
う
ま
く
運
営
さ
れ
る
と
は
限

ら
な
い
。
そ
し
て
う
ま
く
い
か
な
い
理

由
は
「
住
民
の
無
知
・
無
理
解
」
「
偏
狭

な
個
人
主
義
」
「
公
共
性
の
欠
如
」
な
ど

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
、
組
合
の
協
同
出
荷
に
参
加

せ
ず
、
「
ヤ
ミ
」
で
炭
を
売
る
理
由
を
書

い
た
文
章
が
あ
る
。

「
協
同
組
合
に
出
せ
ば
、
安
く
買
わ
れ

た
上
現
金
で
す
ぐ
金
を
は
ら
っ
て
く
れ

な
い
か
ら
、
そ
れ
に
こ
う
し
て
個
人
で

売
り
に
行
け
ば
ダ
チ
ン
位
に
な
る
か
ら

こ
の
方
が
得
だ
ま
な
あ
。
や
っ
ぱ
り
得

な
方
が
い
い
も
の
な
あ
。
協
同
組
合
は
、

村
の
み
ん
な
の
協
同
組
合
だ
と
い
う
け

れ
ど
、
貯
金
お
ろ
し
に
行
く
と
「
金
が

な
く
て
駄
目
だ
」
と
言
わ
れ
る
べ
し
、

そ
の
く
せ
一
度
払
っ
た
肥
料
代
な
ど
も

二
度
も
三
度
も
請
求
が
来
る
と
き
が
あ

る
し
、
と
に
か
く
あ
ん
な
協
同
組
合
に

ま
か
せ
て
も
仕
方
な
い
ん
だ
。
自
分
で

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
経
済
協
力
研
究
部
主
任
研
究
員

や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
だ

も
の
な
あ
。
し
か
し
、
か
な
し
い
こ
と

だ
な
あ
。
」

こ
れ
は
ネ
パ
ー
ル
の
こ
と
で
は
な
い
、

ラ
オ
ス
の
こ
と
で
も
な
い
。
戦
後
日
本

の
、
東
北
の
山
村
の
出
来
事
で
あ
る
（
河

合
実
「
炭
は
こ
び
」
、
無
着
成
恭
編
『
山

び
こ
学
校
』
岩
波
文
庫
所
収
）
。

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
う
が
『
山

び
こ
学
校
』
は
昭
和
二
十
六
年
に
発
表

さ
れ
た
山
形
の
山
村
の
中
学
校
の
ク
ラ

ス
文
集
で
あ
り
、
戦
後
の
「
生
活
綴
り

方
運
動
」
の
起
爆
剤
に
な
っ
た
本
で
あ

る
（
昭
和
二
十
七
年
に
は
映
画
化
も
さ

れ
て
い
る
）
・
そ
こ
に
綴
ら
れ
て
い
る
の

は
ま
さ
に
「
貧
困
の
悪
循
環
」
か
ら
何

と
か
し
て
抜
け
出
そ
う
と
も
が
い
て
い

る
貧
し
い
農
民
た
ち
の
生
活
の
様
々
な

断
片
な
の
で
あ
る
。
い
く
ら
働
い
て
も

い
っ
こ
う
に
収
入
が
増
え
な
い
貧
農
の

生
活
、
親
の
病
死
で
離
れ
ば
な
れ
に
な

っ
て
い
く
兄
弟
姉
妹
、
家
計
を
助
け
る

た
め
の
山
仕
事
の
手
伝
い
で
学
校
に
通

え
な
い
子
ど
も
、
学
校
の
集
金
が
払
え

な
く
て
肩
身
の
狭
い
思
い
を
す
る
子
ど

も
、
ど
れ
も
現
在
の
途
上
国
の
農
村
で

語
り
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
出
来
事
で
あ

る
。
こ
う
し
た
現
実
の
前
に
「
団
結
の

力
」
な
ど
は
お
題
目
に
す
ぎ
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

●
山
び
こ
学
校
の
そ
の
後

で
は
、
こ
の
「
山
び
こ
学
校
」
の
生

徒
た
ち
は
そ
の
後
ど
う
や
っ
て
「
貧
困

か
ら
の
脱
出
」
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
先
日
こ
の
舞
台
と
な
っ
た
山
元
村

（
現
・
山
形
県
上
山
市
山
元
地
区
）
を
訪

れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
六
年

度
の
三
年
生
は
昭
和
十
（
一
九
三
五
）

年
度
生
ま
れ
な
の
で
、
現
在
六
十
七
歳

前
後
で
あ
る
。
四
十
三
人
の
卒
業
生
の

多
く
は
高
度
成
長
期
を
挟
ん
だ
農
村
の

変
化
の
中
で
村
か
ら
出
て
い
き
、
現
在

村
に
住
み
続
け
て
い
る
の
は
五
人
程
度

だ
と
い
う
。

文
集
の
中
で
「
母
の
死
と
そ
の
後
」

を
書
き
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
江
口

江
一
氏
は
、
卒
業
後
こ
の
「
森
林
組
合
」

よ
う
ぜ
い

に
勤
め
た
が
、
三
十
一
歳
で
天
逝
す
る
。

さ
と
う
ひ
ろ
し

佐
藤
寛
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バｿ罰謬鎮為瀞誌
〈第15回〉

[PCのOSの話］

佐野真琴
森林総合研究所企画調整部研究協力科海外研究協力室長

Iはじまり

2002年も，もう半分を過ぎようと

しています。今年もまた，うれしい

ボーナスとうれしくない梅雨の6月

となりました。ボーナスといえば，

やはりPCですね｡今月は新しいお

客様が私にPC製作を依頼にやっ

てくるでしょう。ちなみに先月には，

つくば市内に日本最大級のPC"

ワーというふれこみのPCショッ

プができました。これで，私の部品

調達もとても楽になるものと予想さ

れます。秋葉原へ行って調達すれば，

部品一点につき千円程度は安いもの

を購入することができますが，初期

不良があったときに心配が残ります。

ただ，－台丸ごと新規に作るとすれ

ば部品は全部で13点ほどになりま

すからやはり秋葉原で調達してきた

ほうが安いことになります。労力か，

お金か，なかなか難しい問題ですね。

Iさて,OSとは

OSとはまさしく基本ソフトの

ことです。「操作体系｣などと直訳す

るとさっぱり意味がわかりません。

OSとは，キーボードからの入力，

画面への出力といったPCを操作

するための基本的なそして共通なプ

ログラムの集まりで,PC全体を管

理するソフトウェアです。これがな

いとどうなるかというと．ワープロ

⑭－林業技術No.7232002.6

ソフトのプログラマーも，表計算ソ

フトのプログラマーも，－からキー

ボードの入力を処理するプログラム，

画面へ出力するためのプログラムを

書かなければいけません。これでは

とても効率的だとはいえませんね。

また,OSは八一ドウェアの違いを

吸収するという役目もあります。

OSが同じであればアプリケーシ

ョンソフトは基本的には動作可能と

なります。さらに,OSは基本的機

能を提供することから操作体系を規

定します。このため，さまざまなア

プリケーション間の操作に統一感を

与え，一つのアプリケーションの操

作を覚えると他のアプリケーション

の操作もそれとなく理解できるとい

うことになります。

OSの種類はというと，現在では

マイクロソフト社のWindows,

アップル社のMacOS,各メーカ

ーがPC用に作成したUNIX,無

償配布されているLinux･f

FreeBSDなどのUNIX系など

が挙げられます。これらのうち，皆

さんの多くはWindowsを使って

いると思われます。なにしろWin-

dowsは，シェアが9割以上とい

われています。これは，趣味の世界

でPCを動かすのであればどの

OSを選んでもよいのですが,仕事

でPCを使う場合,MS-DOSの

時代を含め昔から日本語がきちんと

使えてワープロや表計算ソフトがあ

ったWindowsに軍配が上がった

ものと思われます。現状では，私た

ちはWindowsから逃れられない

運命にあるといってもよいでしょう。

さて，このWindowsですがど

のような歴史を持っていたのでしょ

うか。ディスプレイにウィンドウを

表示するOS-Windowstb

MBcOSの原型一が動作するマシ

ンは1973年ごろゼロックス社が開

発したAItOと呼ばれるものでし

た。1983年にはウィンドウを最初に

取り入れたPCといわれるアップ

ルのLisa,Windows発案の元と

なったVisi-corpのVisionが

発売されました。この後，やっと

Windowsが産声を上げたのは

1985年のことでした。このwin-

dowsは，今では信じられないタ

イリングウィンドウというタイプの

ウィンドウで，ウィンドウとウィン

ドウが重ならないというものでした。

なんとすごいウィンドウでしょう。

重ならないならわざわざウインドウ

にしなくてもよいのにと思ってしま

うのは私だけでしょうか。

1987年,Windows2.0とWin-

dows/386が発売され,CPUの

高性龍化一具体的にはインテル社の

80386の登場一によりやっとオーバ

ラップウィンドウを表示できるよう

になりました。1990年にはWin-

dows30が登場し，日本でもやっ

とWindowsが普及する兆しが見

られました。1995年には，皆さんご

存じの（まだ使っている人もいます

よね!)Windows95が発売され

ます。これにより,PCのOSとし

てWindowsが確固たる地位を得

ました｡そして,MS-DOSを起動

した後Windowsを起動するとい

う二重構造から脱却し，見かけ上は

Windows－本となりました。ま

た,Windows95は,日本では発売

されなかったWindowsfor



q写真今となっては懐かしいPC98シリー
ズDA,RXそろい踏み。まだ残っているなん
て思いもよりませんでしたが，媒体変換用に
まだ保管されていました。パチパチパチ。

AAA｝

騒騨認聴，
佐藤真帆(FAO林業局）ミ

rr，“＆

‘"、7$雲の中の森林【｡醤&

合‘▲．，Al全 O O

1hter醗邑和⑥向邑’た毎F。?

DOS/V*1というOSの出

現,Windowsの普及高解像度の

ディスプレイが利用できる環境が整

ってきたことで，ついにPC98シ

リーズからIBMPC/AT互換機

の時代へと世の中が変わっていきま

した。当時は，黒船がやってきたと

いうような感覚でアメリカ製PC

が見られていたと思います。また，

NEO以外の日本のPCメーカー

もこれを好機ととらえ低価格な

PCの発売を始めました。わが研究

室もご多分にもれずこの状況に便乗

しコン○ツクの不朽の名機DeSk-

Pr0386を購入しました｡高解像度

ディスプレイはもちろんナナ○でし

た。これまた，その表示の美しさに

見とれたものでした。これと相前後

して，わが研究室に初めてUNIX

マシンがやってきました。これは，

先ほども述べましたが，大きなサイ

ズのプログラムを作成し実行するた

め必要なものでした。OS/2上で書

いていた数百行ものプログラムが，

すんなりとコンパイルされリンクさ

れると，それはそれはうれしいもの

です。また，特にアプリケーション

ソフトはインストールされていなか

ったのですがUNIXというOSを

使えることも大変な喜びでした。

Iおしまい

先月わが家のPCに異変が起こ

りました。なにやら動きがよろしく

ない。どうしたことかと調べてみる

とやはり，ウィルスでした。気持ち

が悪いので,HDを真っさらにして

OSを再インストール，これに伴い

ドライバ，ソフトウェアも再インス

トールです。やはりPCは，このよ

うにシステム構築をしているときが

一番楽しいですね。

■クラウド(雲)フオレストはその特殊

な生物多様性およびその地域特有性に

おいて，地球上で貴重な生態系である

とともに，その存在が最も危機にさら

されている生態系の一つです。霧やも

やで潤ったその森林は,数千の人々,ま

た数え切れないほどの動植物に食糧や

生息の場所を与えています｡しかし，こ

こ10年より短い間に，放牧，木材の伐

採，鉱物の採掘等のための開発および

地球温暖化の影響と低地部での森林の

減少等による土地の乾燥化のために大

部分のクラウドフオレストが失われた

可能性があります。北アンデス地方の

およそ90％のクラウ隙フオレストはす

でに消失しだことが確認されていま

す。

■クラウトミフオレストは頻繁に山岳地

域に吹く風が樹冠にとらえられ，その

際に形成される雲が通常の降水量をは

るかに上回る童の湿気を森林に供給す

ることによる結果で出現します。いく

つかの地域では，超過分の水分が通常

を20％も超えることがあります。一度

この森林が失われると，森林で獲われ

た水源地が持つ水質の維持，水量の安

定化，土壌侵食の防止といった重要な

機能が損なわれるとともに，大気から

得られる多くの水分を，もはや得るこ

とができなくなってしまうのです。

■およそ30年前，クラウドフオレスト

は5000万haが細長い山岳ベルトに分

布していました。地球上の熱帯および

亜熱帯地方に見られ，濡抜500mから

3000mの高さに分布します｡現在,国連

環境計画(UNEP)およびWWFを含む多

くの機関がこの森林に関する意識の掲

揚および保全に取り組んでいます。

■国際山岳年ホームページ:h廿p://

www.mountains2002org/問い合わせ：

MahoSato@fao.org(日本語可）

；

》
？

Workgroups(WfW)という

OSが元となっています。さらに別

系統のWindowsとして,OS/2

の後継である（？）WindowsNT

というものもありました。このOS

はシステムの安定度が高いことが売

りでした。しかし,WindowsXP

の登場により両Windowsが統合

されたことは皆さんもよくご存じの

つい最近の話題です。

l閾9艶弘T互換機へ
わが研究室にもWindows3.1

がやってきました。最初にwin-

dowsを入れたのは,PC98シリ

ーズの初代80386マシンである98

RAfa80286マシン(RX)に80386

ボードなるものを差し込んだもので

した。これらのマシンにより，

Excelを動かしたときの驚きは，

MS-DOSで動かしていた表計算

ソフトとの違いから大変なものでし

た。画面表示の美しさ，印刷された

表やグラフの美しさは今まで使って

いたソフトがまるでガラクタのよう

に見えたのです。その後,PC98シ

リーズで不朽の名機（？）である

DAを導入しました。このPCに

は,WindowsだけではなくOS/

2もインストールし，すでに枯れて

いましたが，今でも私は愛用してい

るプログラム言語FORTRANを

動かしていました｡OS/2には，大

きなサイズのプログラムを作れると

いう利点があったのです。

(r国際山岳年通信｣は隔月で掲載します）

魂
筆者(佐野)E-mail

asakoto@ffpri.affrc

*11BMPC/AT互換機上で特別

な八一ドウエアを使用せず日本語表
示が可能なMS-DOS。 G
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ある。従来は政府が規制し監督し

なければならなかった公共的責任

の一端について森林認証がカバー

するので，政府の役割は軽減され，

より高度な役割を果たせるように

なるということである。⑤以降は

いずれも生産者にとっての経営上

のメリットである。このうち⑤か
ら⑦は生産者が森林認証を取得す

白石則彦の5職噸gﾐﾅー ③

森林認認鰯〆塑ツトは？
B諾冒氏のレポートの中に発見する

ことができた。それによれば,森林

国内外でこのところ森林認証に

対する関心が高まっている。

日本国内では林業の経営が厳し

いといわれて久しいが，最近は材

価がさらに低下し危機的状況に陥

った。なんとかしなければという

経営者の危機感が森林認証に向か

わせているのだろう。これに対し

海外では主に木材輸出国が貿易を

有利に進めるために森林認証を利

用しようとしているように見える。

市場における攻守の立場は違って

も，認証によってなんらかのメリ

ットを引き出そうとしている点で

は同じである。

では森林認証のメリットとは何

だろうか。これについて合点のい

く客観的記述を探していたところ，
先日ヨーロッパ森林研究所のウェ

ブサイト(www.efi.fi)でStephan

認証には一般的に以下のようなメることが，そうでない生産者に対
リットが生じうるという。する優位性や差別化に結びつくと

①森林管理の水準を改善し，森いう点で，相対的・対外的なメリ
林の多面的機能を高める。②森林ツトといえる。そして⑧と⑨は，

管理者のアカウンタビリティ（説生産者の経営体内部に生ずるいわ

明責任)を果たす｡③法律や規制のば体質強化のメリットである。
一部をカバーする結果，政府の役森林認証は「民間による自発的

割をより高いものにする。④第三取り組み」と言われていたので，
者機関に委ねることで，政府が森このように政府や公共のメリット

林を監視する負担が軽減する。⑤が明記されたことは私にとってや

市場への参入機会やシェアを維持や意外であった。しかし考えてみ

あるいは獲得する。⑥生産者の森れば，森林の管理水準が高まって
林･資源･資本へのアクセスを維持政府や公共が恩恵を受けるのは当

あるいは獲得する。⑦認証木材に然である。森林認証は，市場にお

対する価格プレミアムを得る。⑧ける経営の優位性や製品の差別化
生産者の環境面，社会面のリスクを原動力として生産者側に浸透し

を減少させる。⑨従業員や出資者ていく仕組みである。林業は経済

のモラルや自覚，あるいは技能を活動であり,FSC認証でよく言わ
高める。このうち①から④は,主にれる「市場ベース」とはそういう

政府と公共にとってのメリットで意味である。しかしその結果とし
ー琴舗‘1葦一＝一一■■■＝Tご一＝＝－－－＝．垣画一一躍－－＝－＝醍壺－pろユニ．＝。－コ＝亀＝－，.畢邑詔＝一壷＝＝
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わが国の公立学校数は，平成12

年5月｜日現在，合計45,316校
施設床面積は2億1,839万m2と

なっており，このうち木造施設床

面積は408万m2で,全施設床面積

の2％を占めるにすぎない。

この施設床面積を整備年代別で

みると，昭和4I年度から60年度

に整備されたものが全施設の7割

を占めており(図①)，また，この

期間には非木造施設での整備が中

心となっている。この時期の非木

造による施設整備の拡大は，高度
成長期の都市部への人口流入等を

背景に，限られた土地に収容能力

■
■
■
■
凸

冒
一
戸

▼図①公立小中学校施設整備年代別床面積(H125.1現在）

(万m2)木造床面積 非木造床面禰
（万m2)

1201008060402000，，0002，0003，0004，0005,0006,0007,000

▼図②公立学校の木造学校施設整備の推移
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小学校，中学校，高等学校および特殊教育諸学校の計である。また．学
校施設の一部を木造化したものも含む□
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て，森林の管理水準や多面的機能

が高まるのであるから，これは森

林認証の「公益的機能」と呼べる
であろう。

実際森林認証には林業経営者
以外にもさまざまな立場の人々が

期待を寄せている。流通加工業者

は商品の差別化と付加価値化をも

くろみ，消費者やマスコミ，環境
団体は認証製品の選択的消費が森

林保全に寄与すると考える。国の
行政は認証制度を外材のソフトな

輸入制限に利用できないか模索し

ているであろう。そして地方自治

体は認証の取得が地域振興に結び

つくことを期待している。

このように，森林認証制度に寄

せる期待や思惑はさまざまでも，
それが「社会的正義」を建前とし

て作られているため，基本的にど

のような立場の人々も「賛成」で
きるのである。その意味で，森林

認証制度はひとたび動き出せば自

然に回っていく駆動力を内包した

システムであるといえよう。
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数年前から小さな市民農園を借りて親子で野菜

を作っている。春にサヤエンドウを収穫しながら，

トマトやナスは何株あればよいだろう，キュウリ

はどこがいいだろうかなどといろいろ考えるのは

楽しい。ジャガイモが収穫を迎えるころまでは，

子どもも喜んでついてくるし，もう少し広い畑が

欲しいなどと考えている。

ところが夏になると，週末だけでは草の伸びに

追い付けない。野外調査に出かけて久しぶりに畑

に行ってみれば，トウモロコシは半分くらいカラ

スに食べ散らかされ，草に埋もれたピーマンの枝

にはびっしりとカメムシがたかっている。貴重な

休日は，炎天下の草取り虫取りで終わってしまう。

収穫はごくわずかで，しかもスーパーに行けばタ

ネ代ほどの値段で売っている。もうやめようかと

思う。

それでも，彼岸を過ぎるころになると，草もカ

メムシも突然に勢いをひそめてしまう。さて大根

は，白菜はどこにしようかなどと性懲りもなく考

える。学生時代の山行で，急登でrなんで来てし

まったのだろう？」と考え，下山時には「さて次

はどこの山に行こうか？」と考えていたのとまる

で同じで，われながらおかしくなる。

しょせん，市民農園とプロの農業とは全くの別

物，素入ゆえの市民農園の苦労は，農家の苦労と

は全く似ていないだろう。だから「市民農園で農

業の一端が理解できた」などとは全然思わない。

それでも，自分の畑で野菜や草や土や虫と向い合

っていると，農の営みは単なる「食品生産」では

ないことや，野菜は安い外国産を輸入すれば良い

という議論がいかに「貧しい」発想かを実感する。

「森林ボランティア」もそのようなものだと思

う。林業家にとってボランティアを受け入れるこ

とは負担の割にメリットは少ないかもしれないし，

都会人の「理解」は実際には「誤解」や「思いこ

み」かもしれない。それでも，都会人が森に来て

林業という営みに触れることは,｢森林の価値は○

○兆円」というような数字よりも，はるかに強く

確実なインパクトを与えるだろうと思う。

（草刈）
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東京大学大学院農学生命科学研究科
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の高い校舎を建築することが急務

とされたこと，学校が防災上地域

の避難場所となることが多く，不
燃化を求められたことなどが要因
と考えられる。

学校施設の「量的整備」が進ん

でくると，地域のシンボルとなる

ような特色ある学校づくりがうた

われるようになってきた。

昭和60年度文部省(現在の文

部科学省）は木材を活用した学校

施設の整備を進めるようになり，

翌年度には木造施設の建築補助単

価を大幅に引き上げ，鉄筋コンク

リー|､造と同額とするなど学校施

設の木材利用を積極的に進めてき

た。このような取り組みにより，

昭和59年度に,公立学校施設にお

ける年間の木造整備面積は1,000
m2に満たなかったがその後増加

傾向で推移しており,平成’2年度

には，87校71,000m2の木造施設

が整備された(図②)。さらに，私
立学校も含めた学校施設の年間の

着工建築物数は平成’2年度では

4,673棟，棟数でみた木造率は’2

％となっており，着実に木造施設
が建築されている。
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●コラム●

今や東京の西多摩といえば，全

国でも有数の森林ボランティア活

動地帯である。いくつものボラン

ティアグループがひしめき，週末

になると鉈や鋸を手に喜々として

山に分け入る人たちが大勢いる。

著者の羽鳥さん，そして羽鳥さ

んも設立に携わった｢浜仲間の会」

はその草分けだろう。初めて山に
入ったのはI5年前｡そのころはせ

いぜい4，5人でやっていたとい

うから隔世の感がある。

本書は，その羽鳥さんがなぜ山

仕事をやっているのか，真情を吐

露したものである。そしてタイト

ルにあるとおり，それは「楽しい

から」であり，自分がやっている

のは「レジャー林業」なのだとい

うことが繰り返し強調されている。

だから｢森林ボランティア｣とい

う言葉に対しては，「私自身は,森

林ボランティアだとは思っていま

せん｣と距離を置いているし，「山
で遊んでいるだけ｣，「結果的に山

羽鳥孝明著ヨー＜日本図書館協会選定図書

遊ぶ／レジャー林業
ツ

－者肺葬局見える森林がある一

聯”
発行所
子16

冠：83
2001

定価

している』というニュアンスには

違和感がある」という言葉には共

感を覚える。同じ個所に「ボラン

ティア活動をやろうと考えて山仕

事を始めたわけではありません。

自分がやりたくて，楽しみたくて

山仕事を始めた」とある。虚飾を

剥ぎ落とせば，結局はそういうこ

となのだ｡つまり本書は15年にわ

たって山仕事を楽しみ続けている
ベテラン素人の自叙伝なのである。

が良くなれば,それはそれで良い」

と,突き放すような言い方さえする．

実を言うと，筆者も「森林ボラ

ンティア」という言葉は好きでは

ない。本人たちが好きでやってい

るだけなのに，何で「ボランテイ

ァ」などという恩着せがましい表

現が使われなければならないのか

と思う。その意味で，本書の中の

｢『ボランティア』という言葉が持
っているr誰かの．何かのために

囲

癌落，“・I,ウ闇･‐Ⅱ60｡B盤Ⅱい吟仏、DM．.＆函。…：,ロ、脚A溌耐.,農魂靱土畢．~‐・セニ療嘩…・P~L韮…琴､浸亀』、at…･鳳喧藍4超●

ギ・ヒノキの変色被害を引き起こ§

すキバチとその共生菌，ナラ・力、

シ類の集団枯損の原因であるカシ：
ノナガキクイムシとアンブロシア意

菌の共生関係など最新の知見を病営
害虫複合被害として解説し，一般’

的な病虫害に加えて，全国的に増：
加傾向にあるシカ・クマなどの野￥－華…"、

生動物被害の対策についても詳細

に述べられており，樹木医をはじ

めとした森林・林業に携わる方々

には極めて興味深い内容となって

いる。

次に，森林生物多様性に関して

は，その保全の必要性とモニタリ

ング手法を解説するとともに，近

年社会的関心の高い野生動物の保

全と管理にも言及している。特に，

野生動物による被害の深刻な昨今

全国森林病虫獣害防除協会編
もり…本

の
紹
介Ｉ

雷

森林をまもる

る新技術では，今なお社会的にも

関心の高いマツ材線虫病を病害虫

複合被害として捉え，マツ枯損の

原因であるマツノザイセンチュウ

の世界における分布とマツ類の被

害関係について解説するとともに．

新たな防除技術として天敵昆虫・
微生物を利用した手法とマツノザ

イセンチュウ抵抗性マツの生産と

抵抗性向上の可能性を紹介してい

る。

また，いわゆる「松くい虫｣防除

技術の変遷を明治・大正時期から

詳細に解説している。さらに，ス

；森林の病虫獣害に関する情報誌

，として全国的に親しまれている

’「森林防疫」の発刊50周年を記念

『して,「森林をまもる－森林防疫研
究50年の成果と今後の展望一｣が

＝このたび出版された。「森林防疫」

・は病虫獣害の発生情報とそれと関

連する適切な防除のための情報交

換誌として，わが国では森林・林
業の発展に比類のない役割を杲た

；してきた。本書ではそれらの蓄積
：した情報を広く発信し，研究の今

後を展望している。

；まず，森林病虫獣害防除に関す

、劇痘廼亀淳9年壺可

森林をまもる
鰄輌唆蘇塊弥l蝿蝋躯と小椛副畷領一

一 一…学…11,献’銅･ﾛA癖I
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構成は全6章。高校教師である

著者に合わせて「｜時間目，2時

間目…」としているのはご愛敬。

｢レジャー林業」の説明から始ま
り，山仕事の簡単な作業マニュア

ル，グループ運営やイベント開催

のノウハウが著者の経験談を交え

て語られる。林業や木材に関する

基礎知識もコンパク|､にまとめら

れているので，入門書としても使

えるだろう。

「遊び｣の対象が森林や林業であ

る必然性はこの本からはくみ取れ

ないし，著者もそんなことは求め
ていないのだろうが，読み進むう

ちに山仕事の面白さは伝わってく

る。それが読み手を山へと誘（い
ざな）うことになるかもしれない。

グループ運営やイベント開催の
苦労談も細かいところまで気を遣

っていることがわかって興味深い。

実のところ，こんなに生真面目に

山仕事に携わっている人も少ない

のではないか。そんな読後感を覚
えた。

(林材ジャーナリスト／赤堀楠雄）

にあって，ニホンジカにおける個

体群管理のあり方を個体群推移予

測プログラムを用いて解説してい

る。これらは，従来の有害駆除に

代わる「特定鳥獣保護管理」制度

と現場に適した各種の防除法を組

み合わせた総合的な対策を実施す

る際に極めて有用であろう。さら

に，巻末には本書の母体ともいえ

る「森林防疫｣誌の全50巻がDVD

版として付いており，過去の被害

発生状況やそれらの防除技術を振

り返ることができる。

本書はわが国における森林防疫

研究の一里塚ともいえ，森林・林

業に携わる方々にはぜひ一読を勧
めたい書物である。

(森林総合研究所／北原英治）

_趣籠抄

野蕊止鋤森
秋深い－日，埼玉県新座市に

ある野火止用水の跡を訪ねた。

コナラ，クヌギ，シデなどの広

葉樹の美しい森の中に，’7世紀

に開かれたままの用水の遺跡の

－部も残されていた(写真)。工
事を担当した安松金右衛門は松

平信綱（当時の川越藩主）の家

臣で，両者とも玉川上水を開い

た担当者（信綱は工事総奉行の

老中，金右衛門は土木技術者）
でもあった。承応2(1653)年，

玉川上水が完成した後，信綱の

領地の野火止地方への分水が始

まり（承応4(1655)年),現小

平市水口～志木市いろは橋、約

25kmの野火止用水を開いた。

分水口の大きさは，初めは縦6

尺（約182cm),横2尺（約61
cm),後に縦6尺横6尺に拡大

され，4本の流れに分かれてこ

の地方一帯の開発の基礎となっ

た。その開発の跡を訪ねたので

ある。

野火止新田づくりは，通水し

た直後,まず川越領内から54所
帯の農家の移住から始まった。

開拓者たちに分与された土地は，

次のように川越街道に面し，狭

い間口で長い奥行の短冊型の細

長い土地であった注)。屋敷地一

間口が40"(72m),奥行約6

～8"(I0～14m)。屋敷地に続

く畑地一上畑の奥行約60間

(109m),中畑の奥行約|00H

(約182m),下畑の奥行約l40

E(254m),下々畑の奥行約40

問（約72m)。原野の奥行約

50～80間（91～|45m)。屋敷地

には果樹，マツ，スギ，ナラな

どの樹木が茂り，家はそれらの

森で寒暑，風，騒音などから守

られている。原野には燃料や肥

料用にクヌギ，コナラなどが植

えられ，家と農地と森とが混然

と融け合った世界を造っていた。

こうした「自然と文化」は，

開発によってどんどん失われて

いる。それを取り戻し，貴重な

歴史的文化遣産を残す実践活動

が現在活発に続けられている。
（筒井迪夫）

注）：斎藤利夫；「野火止用水一歴
史と清流復活の讃歌一｣，有峰

書店新社，’990
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第3回世界水フォーラム[2003年3月,京都,滋賀,大阪]へ向けて

第3回世界水フォーラム事務局事務次長塚元重光

露はじめに⑯

日本には浪費することのたとえに「湯水のごとく」とい

う言葉があるように，水問題はさほど深刻ではないと感じ

ている人が，その多くを占めます。

しかし，本当にそうなのでしょうか。日本は，多くの農

林水産物を海外に依存しており，これを水に換算した場合，

500億トンとも600億トンともいわれる水を輸入している

と試算され，この量は，日本の水田灌慨に使用している水

量に匹敵するのです。言い換えれば，日本は水に苦しんで

いる海外から，金にものをいわせて輸入しているので気づ

かないだけで，お金が無くなったとき，大変な水問題を迎

えるかもしれないのです。近年水に関する危機意識が世界

的に高まっていますが，日本も世界の水問題に目を向け，

貢献する時期に来ているといえます。

e世界の水問題⑥

1997年,アルゼンチンのマルデルプラタで開催された国

連水会議を皮切りに，水に関し様々なレポートが発表され，

会議も行われました。1992年1月アイルランドのダブリン

で開かれた｢水と環境に関する国際会議｣で採択された｢ダ

ブリン宣言」は，その後の水議論を方向づける注目すべき

内容が盛り込まれていました｡｢水は限りある資源であるこ

と｣，「水開発と管理は全ての関係者の参加によるべきこ

と｣，そして｢水は経済価値を有し経済財として認識される

べきこと」です。さらに同年6月，ブラジルのリオデジャ

ネイロで開催された「地球サミット」においても，この糖

|鵲難難蕊蕊鍵
され,21世紀を見据えた水問題の解決を求める道筋がつけ

られました。

●世界水会議の設立霧

1996年水問題を解決に導く二つの国際的な組織が誕生

します。一つが世界水パートナーシップ(GWP)で，本部

はスウェーデンのストックホルムに置かれています。もう

－つが世界水会議(WWC)で,NGO,水専門家や国際機

関が中心になって設立，本部はフランスのマルセイユに置

かれています。GWPが特に途上国において実践的な行動

計画作成に重点を置いているのに対し,WWCは基本的な

政策を求めるためのシンクタンクを目指しています。

鰯世界水フォーラムの日本開催●

世界水フォーラムはWWCが主宰し,3年に1度開かれ

ており，水問題を考え，正しい方向に導くための一大イベ

ントとなりつつあります｡第1回は1997年モロッコのマラ

ケシュで.第2回は2000年オランダの八一グで開かれてい

ます。第3回は2003年3月16日から23日にかけて京都，

滋賀，大阪で開催されることが決定しています。

世界水フォーラムでは,政府関係者,専門家,NGO,-

般市民などあらゆる人々が一堂に会し，国際社会における

水問題の解決に向けて議論を行います。第2回世界水フォ

ーラムでは，閣僚級会議で「ハーグ宣言」が取りまとめら

れたほか，2025年の世界の水需要･供給を予測した「世界

水ヴィジョン」が公表され，水間護を身近なテーマに取り

上げ，国際的に高い評価を受けました。第8回世界水フォ

ーラムでは，閣僚級会議の結果を「京都宣言」として取り

まとめるほか，水問題に対する行動計画である「世界水行

動報告雪が取りまとめられる予定であり，八一グを上回

る成果に世界中が注目しています。

鋤おわりに鯵

フォーラムの成功のためには，日本が世界に誇れる水の

知見を発信することがまず必要です｡｢水を守り,水を創る」

森林管理の知見は，特に日本が世界に誇れる水の英知の一

つといえ,林業関係者のフォーラムへの参加は,世界の水問

題を解決に導くうえで素晴らしい解決策を提示できると期

待されます｡水フォーラム成功のため,林業関係者の皆さま

が一人でも多くこの水フォーラムに関心を示し，水フォー

ラムの活動に参加いただけることを切にお願い致します。

Ih(菫；職i窓,而舘制諾唱I

第3回世界水フォーラム「水と森林委員会」ヴァーチヤルフォーラム

『水と森林」会議室，日本語での投稿受付け［水と森林委員会事務局:鮒日本林業技術協会内］

ヴァーチヤルフォーラムにおいては,英語の使用が原則とされており,会議室の機能として翻訳機能がついています
が,｢WaterandForests」会議室事務局では，英語に自信がないけれどもぜひ意見を述べたいという方のため
に，日本語での投稿も受付けることとしました。
メールアドレス「masahiko@jafta.o｢jp」宛に日本語でのご意見を投稿してください。
投稿された内容を私どもの方で英訳し，代わりに会議室に登録させていただきます。

なお，投稿されたご意見の採否については事務局の判断にお任せいただくようご了承願います。
また,英訳や会議の運営都合上,投稿文の趣旨を損なわない程度に手を入れさせていただくこともありますので予め
ご了承ください。
※『水と森林委員会」の案内は，日林協ホームページ(h仕p://wwwjaftaorjp)でもご覧になれます。
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’00年住宅，3世代住宅など,長期にわたって使

用に供することが可能な住宅の建設に大きな関心

が寄せられている。耐震・耐風性などの構造安全

性,健康的で住み心地の良い住宅,省エネルギー住

宅等住宅性能に対する国民の要請は高度化，多様

化の度を高めてきているが，これらの性能が長期

間維持されること，すなわち長期耐用住宅の実現

が強く望まれている。このような情勢に鑑み,(鮒日

本住宅･木材技術センターでは,林野庁の助成を受

け,平成13年から5年間の予定で長期耐用住宅実

現に向けた木材利用技術

の高度化を目標にプロジ

ェクトを設定した。

長期間にわたり使用可

能な，理想的な住宅，い

わゆる長期耐用木造住宅

の建設技術を展開してい

くに当たって，各地域の

住宅工法，使用部材を気

象条件などの劣化因子と

対応させて詳細に解析す

ることが極めて重要である。この場合に,長期にわ

たって使用されてきた各地域に現存する伝統的民

家型工法住宅の構造等を調査することは極めて有

効である。

このようなことから，宮崎県都城市に建てられ

ている建築後75年から100年になる3棟につい

て,建物の構造的特徴および使用樹種,断面寸法な

どを現地調査した。すべての調査対象住宅につい

て共通的に次のことが認められた。

①基礎が｢石場立て｣で，礎石の上に柱を立てる

構造である。この構造をとることによって,木造の

最大の弱点である腐食，シロアリ食害を克服して

いる。「石場立て.Iは床下換気を妨げる布基礎，土

台がなく，風通し，換気が極めて良い。また，礎石

の上に直接柱を立てれば，柱にかかる縦圧縮荷重

を考盧すればよく，安定した力学的挙動を示すこ

とになる。

②構造材が骨太で，接合具に金物が使われてい

ない。構造部材は－殻に骨太でがっちりしており，

それらが貫き構造，差し

蕊蕊
実現する。

③その他の特徴：空間の通風,換気が良い｡暑さ

と強い降雨を防ぐため軒の出が深い。

建築基準法で定める木質構造の基準と相入れな

いところが多々出てくるが，以上のような民家型

住宅の特徴を分析し，この技術を近代的に精錬し

て新しい発想をもって木造住宅に適用していく。

ここに理想的な長期耐用住宅が実現されるであろ

う。

呂一茎毎T唖 _盤ﾛ･弘Ulj一 』鍼、燕

口林道行政論集著者：宮本常一発行所；|ﾖ本林道協会(a03-3581-2288)発行:2002.3A5判

229p本体価格:2,400円

口植物はなぜ5000年も生きるのか著者：鈴木英治発行所？講談社("03-5395-3624)発行：

20023新書判229p本体価格:880門

口里山の四季(スケッチ画集）著者：夏坂周司発行所：八坂書房(盆03-3293-7975）発行:2002.3

菊判182p本体価格:1,500円

口樹木の顔一樹木抽出成分の効用と利用著者：中坪文明発行所；海青社(aO77-525-1247)発

行:20023A4判380p本体価格&4,667円

ロ森林資源科学入門編者：|引本大学森林資源科学科発行所：日本林業調査会(a03-3269-3911)

発行:2002.4A5判311p本体価格:2,381IEW

口森のなんでも研究著者：西1_I親雄発行所；八坂書房（冠上記同）発行:20024四六判238p

本体価格：1.900円
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‐平成14年3月富山県林業技術センター

ロカワイダニスギ若齢林の成長と生産力

相浦英春

口同一林地内に植栽されたボカスギとマスヤマスギ
伽繊力を’蕊臘の薙直分紺

松浦崇遠

ロ気象予報を用いたスギ花粉の日飛散量予測

図子光太郎･平英彰｡寺西秀豊.劒田幸子
ロロールプレスによるス諾表層WPCの製造

藤灘泰士｡,蕊岡雅

“口北澤湖等廃材の液化と接着剤IE

鈴木聡･鴬岡雅

ﾛ綱瞬シｽ'私に適部た森称施薬"癖
小野谷裕之・井上祐壹－

山
■

平成12年度業務報告第12号

平成13年沖縄県林業試験場

ﾛ防災椀)造成技術に関する"残剤
平田功･撫蔭作

ロ水源漆ん養林の管理技術糎関する研究

漢那豊作・宮城健

口森林整備後の水の流出特注

漢那賢作・宮城一健

口峻胤獺繍械退潅ニタリン霧事業（3期目)･・
漢那擬作・宮城健

口生物多様性を考慮した森林施業に関する研究
宮城健･伊禮英毅・安里修・

幸田功・漢那賢作

口森林のﾓﾆﾀﾘ:シグと環壌"評価に関する研蕊，…
: 鍵醗｡修

ロ主要造赫樹種の特苗技術の確立
一イスZキ。シャリン戎郵の育苗試験－

中平康子

ﾛ早坐樹種の導入試験及び環境緑化木の利用闘義('）
－:!¥|頭村における導入樹種植栽試験-“
~ぢゞ ：-':f:鴎::蕊:’ 節羊簾芋

口早生掴種の導入試験及び環境緑化木の利用開調2）
一ハイノキ科2種の挿し末試験一

一中平康子・近藤博夫
：．：.．‘．

[ZI環境調和型森林病害制御技術の開発に関する調査

一リ:毒ウギユ畠ウマツ漏脂胴枯病の被審回避撰の検’
3.：．，

討一･そ f｡:

可伊禮英毅･宮城健芸

ロ健康･環境に配慮した集成材の製造技術の開発

一酢酸ビニル樹脂接着処理を行った各樹種におけ

る2年後のせん断強度変化と耐水性一
‘鳶“・

“ﾐﾇﾀ:､蝋蕊訴苅拳男
口効率爾な人工乾燥技術沸驍
一リユウキュウマツ青変菌の漂白試験一

嘉手苅幸男
ロニオウンメジの露地栽培におげる子実体の収量と

‘大きさについて

比嘉≦亭

平成12年度研究年報

平成14年3月山口県林業指導センター
画県麓マツソザイセシチュウ抵抗性ﾏﾂ現地適応試

,ゞ職溌
栗田猛・佐渡靖紀・田戸裕之

口長伐期施業に対応する森赫管理技術の開麹i)
－鉢分収穫予想表の作成一

一長伐期化適地の判定と厩分－

ず地域|生を蕊視した育赫技術の体系化一
藥佃猟:．佐渡靖紀,荒瀬和男‘田戸裕之

口長伐期施業に対応する森林管理技術の開発②
一水源か凡養の定量化･と評価－

栗田猛・佐渡靖紀

国サ釣手の林内栽培に関する研究

宮崎茂雄･小蕊貧裕之
ロ菌根性きのこの安定生産技術の開発：

井上祐一，小野谷裕之

ロ腐生性野生きのこの人工栽培技術の開発

宮崎茂雄・井上祐一

口人工称におけるキバチ類の生理･生態の解蝋と被

篝回避法に関ずる調査
：

：杉本隙之｡田戸裕之
回野生獣類による森林被害発生機構の解明等に関す

る調査

田戸裕之･杉本博之

ロ県産材の材質特性及び品質管理技術の確立に関す

、ろ研究

宮崎茂雄・小野谷裕之
自一も一口ー

富山県林業技術センター〒939-0311射水郡小捌]黒河新4940T嘩卯66T56-2815"X"66-56
山口県称券誹旨導センター〒753台0001山口市宮疑上1768-1TEL.083=928-0131FAX5083=928-013
沖縄県沫業試験場子905-0012名護市名護3626TEL.098()5-2-2091FAXO9805-3-3305

-2816

3

★ここに紹介する溌料は市販されていないものです。必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします｡
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第48回林業技術コンテスト受賞者の発表 熱，＄
､肘』けくしとしひろ

大串叔弘
たなかみづえ

田中美津江

くりんれ恥こ

公文礼子
と庵あっし

戸田篇

ひらかわかずとし

平川一利
ﾚｮのうえしげの1J

井上重徳

関東森林管理局東京分局山梨森林管理
事務所

(則オイスカ山梨県支部
｢学校林」の活用に向けて

林
野
庁
長
官
賞

一ヨトヨー一一一一一一一

高知県森林局伊野杯業事務所

元九州森林管理局熊本南部森林管理雪
しんわ

㈱森和

足もとからはじめる間伐推進

背負式電動刈払機の試作について

た1.J.ぺしゅうじ

竹部修こ
ささらまきひろ

木皿昌広
一申●■■■今凸凸●一年畢与●一一一一一÷一

い いづかけいじ

飯塚敬二
お灯,嘘告ちが符

大関干賀男
書堂う壼二と

佐藤誠
■■■■の■●＝●凸‐●画･ロ一一一一一一一

ひらまつし=ういち

平松昭一
みず『の暴きお

水野幹男

いとうのぼる

伊藤吾

北海道森林管理局帯広分局十勝西部森

林管理署
台風被害地の天然更新について

日
本
林
業
技
術
協
会
理
事
長
賞

東北森林管理局米代西部森林管理害

関東森林管理局森林技術センター

高知県森林局中央林業事務所嶺北林業

振興事務所

高知県高岡郡東津野村

中部森林管理局名古屋分局岐阜森林管

理害

新路体林道工法の改良施工について

複層林施業技術の開発について

農閑期を利用しだ集落フオレスターヘの挑戦
どだ噸うじ

戸田誘二
手■･･･｡＝・由凸･ロロ●■呈一一一一÷一一

座 え篇ひでたか

前田英孝 カラマツの間伐推進と需要拡大Part2

本年，「第48回林業技術コンテスト」は，5月28日，スクワール麹町（東京･四谷）で開催され，林業現場で
得られた貴重な成果について15件の支部推せんによる発表がありましだ。全発表内容(要旨）は，8，9月号で
紹介の予定です。
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平成14年度山火那予防ポ
スター用原画・標語の募集

中学校技術・家庭科生徒作
品コンクール

第20回全国緑化樹木生産
経営コンクール

第50回全|垂|乾椎灘,鼎,評会

二ｺ．oU

R－6〕、喬ざ‐6 〕、民

！
＃

芯

罐鐵

、奪蝿 ｡’

」 側)林野弘済会(東京都文京区後楽1－7－12盃03-3816-2471)／全国の'1:’

学･高校の生徒から山火事予防ポスターノ:'1原画と標語を，一般から標語を
募集，辮査会において入賞者を決定。林野庁主催｢森林の市｣会場にて表
彰。

㈱全国中学校産業教育教材振興協会（東京都中央区日本橋小舟町14-7
a03-5640-8028)／全国の中学校に呼びかけて技術･家庭科の生徒作品を
募集し，コンクールを開催。募集締切は9/30,入選発表は10/23°

㈹|｣本植木協会(公03-3586-7361)／模範的かつ先導的な経営者を表形す
るとともに，これを優良事例として紹介。

日本椎茸股業協同組合連合会（静岡県志太郡ln部町1451-1恋054-667－
3121)／|号|椎連乾しいたけ流通センター(辮査)，町民センターおかく(表
彰）／椛茸生産者からの出品物の_上位入賞品Iについて全国レベルで競う。

区≦分 函一間

京
《
｝
聯
一
ゞ

東
１

平成14年度優良木造施設

の表彰

第131回I緑の少年団余睡|大
杢
云

木材利川推進中央協議会（東京都千代11]区永田町2-4-3s03-35
80-0335)／メルパルクTOKYO（東京都港区芝公園2－5－20．予定）／木
材利用分野の肱火や特色ある木材利用に寄与する木造施設の設憤主体を
表彰。併せて平成14年度'~木材利用椛進に関する標語コンクール」表彰。

全国緑の少年団連臘（東京都千代、区平河111]､2－7－5砂防会館内竃
03-3262-8451）ほか／記念式典｢札幌サンプラザホール」（札|幌市)，交流
集会『道民の森』（当別町･月形町)／全国の緑の少年団が一堂に会し，閂
然の中での体験学習や共同生活を行う。
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社団法人日本林業技術協会第57回通常総会報告

平成14年5月29日（水）午後3時から，虎ノ門バストラル（東京都港区虎ノ門）本館1階「葵の間」において
開催した。本年は，代表会員(定款第6条の2に墓づく社員)制となっての2度目の総会となる。当日は代表会員
265名中，239名（うち委任状提出者137名）が出席，また一般会員（オブザーバー）も出席して行われた。
弘中理事長のあいさつに続いて林野庁長官加藤鐵夫氏,(独)森林総合研究所理事長廣居忠臺氏および日本林業
協会会長秋山智英氏から祝辞をいただいたあと，第48回林業技術賞･第48回林業技術コンテスト･第13回学生
林業技術研究論文コンテストの各受賞者の表彰,第6回日林協学術研究奨励金助成対象者の発表および本会永年勤
続職員の表彰を行った。

引き続き総会議事に入り，議長|こ岡野学代表会員を選出し，下記議案について審議が行われ，それぞれ原案ど
おり承認可決された。

第57回通常総会決議公告

平成14年5月29日開催の本会通常総会において次のとおり決議されましたので

会員各位に公告します。

平成14年5月29日

社団法人日本林業技術協会

理事長弘中義夫

平成13年度事業報告および収支決算報告の件

平成14年度事業計画および収支予算(案)の件

平成14年度借入金の限度額の件……………･･

任期満了に伴う役員改選の件………･…．．…･”

その他…．．…………･………………･……”……

．…･原案どおり承認

…･原案どおり可決

･…原案どおり可決

．．…原案どおり可決

．．……提案事項なし

案
案
案
案
案

議
識
識
議
議

号
号
号
号
号

１
２
３
４
５

第
第
第
第
第 ●早●

選出規程をもって選出した社員によって構成するこ

ととしている。

社員数は，平成14年4月1日現在265名である(定

数：250～300名)。

2．事業報告

(1)会誌および図書等の発行

①会誌『林業技術』の編集にあたっては，会員のlUI

鎖・交流を目的に森林･林業･木材産業や環境問題

等にかかわる最新の科学技術や施策等の情報を迅

速・的確に会員に伝達していくことを心がけ，記

辮の充実に努めた。発行部数NO709～720合計

138,000部。

②100不思議および101のヒントシリーズの第15冊目

となる『森に学ぶ101のピンI､』を制作し，会員に

対し無償頒布を引き続き行った。

③鬘蕊年度事業報告および収支決
1会員等

(1)会員数（平成14年3月31日現在）

林野庁支部（248名)，森林総合研究所支部（72)，

林木育種センター支部(27)，森林技術総合研修所支

部（21)，緑資源公団支部（330)，森林管理局･分局

支部(1,958)，都道府県支部(4,648)，大学支部(882

内学生519)，本部直結分会（88），法人年間会員

（139)，個人会員(1,502)，個人終身会員（645)，外

｜玉|会員(7)，合計10,567名（対前年度290名の減)。

(2)社員（定款第6条の2に定める代表会員）

本会の適切かつ効率的な運営を確保する観点から，

定款第6条の2により，総会は会員のうちから社員

⑭－林業技術No.7232002.6



二
吋

４
４卿
』

▲各種表彰からのひとコマ（学生コンテスト）
日本林学会会長賞を鈴木会長から受ける宮柱さん▲開会のあいさつに立つ日林協の弘中理事長

▼加藤林野庁長官▼蘆居森林総研理事長 ▼秋山日本林業協会会長
一一一一一一一一

第訂回通常総会輔回通常総会第57回通常鍵会
一面一一__‐一 一一

#幾＝

▲議長を務めた岡野学会員
實 祝 辞

③森林航測技術の進展に対応して，その普及啓発を

図るため，引き続きr森林航測』（年度3回発刊，

No.194～196,合計3000部）を発刊した。

④好評を博している小学生向けの副読本『森と木の

質問箱～小学生のための森林教室』を，森林を取

り巻く状況の変化に対応して10年ぶりに全面的に

改訂出版した。

⑤『大別山五葉松とその起源』（彰鎮華,江沢隷著）

および各種パンフレットなどを制作した。

⑥本協会創立80周年記念として，『森林･林業百科事

典』を刊行した。

⑦インターネットホームページの毎月の更新により，

最新の森林・林業技術情報の提供を図った°

(2)技術奨励

①将来にわたって活躍が期待される若手研究満・技

術者の育成を目的とするく日林協学術研究奨励金助

成〉制度を平成9年度に新設した。13年度第51mは

29件の応募があり，審査委員会における慎重な審議

の結果，3名を決定，規定の助成金を交付した。

②〈第47IEll林業技術賞〉ならびにく第47Igl林業技術

コンテス|､>，〈第12回学生林業技術研究論文コンテ

スト〉の審沓を行い，各受賞者の表彰を行った。③

林業技術振興のため林野庁・森林管理局・分局・地

方庁主催のく研究発表会〉等に役員を派遣するとと

もに，入賞者に対し記念品を贈呈した。④林木育種

協会との共催でく平成13年度林木育種研究発表会〉

を行った(於，東京大学弥生講堂(10.23～24))。⑤

〈第49回森林･林業写真コンクール〉（後援･林野庁）

を行い，入賞者には賞状，賞金，副賞を贈呈した。

今回から新たに「一般題材の部」「特別テーマの部」

「デジタルカメラの部｣の3部門とした。⑥関東地区

在住の会員等を対象として，〈番町クラブ例会〉（講

演・年9回）を開催した。

(3)技術静旨導・普及の強化

①林業技士養成事業

森林・林業に関する技術の適用，普及等の的確な

推進を図り，専門的技術者の養成・登録を行う林業

技士養成事業を当協会の公論事業の一つとして実施

した。運営にあたっては，「森林系技術者養成事業運

営委員会」（委員長日本大学教授佐々木惠彦氏)を

設置し，当事業の適正な運営に努めた。また，登録
こた

部門に「森林環境部門」を創設し，時代の要請に応

えることとした。13年度の各部門別の認定者は次の

とおりである。

林業技術No.7232002.6-⑳



皇淵鵜副昌収支計算書総括表(別表1）

公益勘定収益勘定

千円干円

98,7090

2033060

32,8701,570

218,88471,392

360,27543,402

842,69297,583

569,50517,614

337,21533,351

42,3363,409

05，000

2,705,792273,321

-9,3681,696

882203185,829

公益勘定収益勘定

千円千円

33,3640

202,2190

29,823864

255,07893,684

438,53737,520

1,020,857119,393

678,58720,464

32,9593,092

5,0000

2,696,424275,017

891,571184,134

3,587,995459,151

科目合計

II支出の部千円
今

曼薑98,709云

補助事業費203,306

技術指導費34,440

技術開発費290,275

航測事業費403,678

調査事業萱940,275

国際事業費587,119

-般管理寶370,566

固定資産取得支出45,745

公益勘定へ繰入5，000

当期支出合計2,979113

当期収支差額-7,672

次期繰越収支差馥1,068,032

合＝

に。己’

千円

33,364

202,219

30,687

348,762

476,057

1,140250

699,051

科目

I収入の部

会費収入

補助事業収入

技術指導収入

技術開発収入

航測事業収入

調査事業収入

国際事業収入

その他収入

収益勘定より受入

当期収入合計

前期繰越収支差額

収入合計

千円
一

0

’

口337,215

42,336

0

3,092

0

275,017

184,134

459151

36,051
-

5．000

971,441

075,704

047,146

２
１
４

当期支出合計

当期収支差額

(四捨五入による）

(四捨五入による）

林業経営(認定138人･累計3,330人)，料業機械(13

人･493人)，森林土木（143人･5,034人)，森林評価

（16人･426人)，森林環境（39人･39人)，計（349人．

9,322人)。

②技術指導および研修

ア．林業技術の向上とその普及に資するため，研

修機関等へ本会役職員を派遣した（23件)。

イ．空':|:!写真の利用技術の向上と普及に資するた

め，引き続きく空中写真セミナー〉を開催した

（第241w1131015～19,19名)。

ウ．海外研修生の受け入れ：森林の保全,111地災

害復旧対策等10件（11カ国。35名）の受入研修

を実施した。

エ技術交流ら次のような技術交流を実施した。

1)中国福建省林業庁視察団，2)台湾林務局実験

林管理処理視察団，3)台湾行政院農業委員会視

察団，4)中国河北省林業局視察団，5)［|華農業

科技合作計画技術者派遣，6)台湾林務局主任秘

書訪｢l視察，7)日中民間緑化協力事業植林休航

ツアー（中国河北省）

(4)森林・林業技術の研究・開発

技術WI究関係では，森林に対する環境保全機能や

水土保全機能の高度発揮の要請が高まりつつある中

で，生物多様性の保全の観点に立った森林生態系や

遺伝資源の保護と活用方法の検討，環境への負荷の

少ない森林活用方法の検討，緑の回廊保全整備方法

の検討，また，新たな動きとして注目される森林認

証に関する国内基準の検討ならびに認証機関の設置

に関する検討，あるいは水源地森林の持つ水土保全

機能の解明とこれらの機能を高度に発揮させるため

の方策の検討など多||皮にわたるテーマについて取り

組んだ。また，地球渦|暖化に伴う気候や生態系等の

環境の悪化が世界的な問題となっている中で，松く

い虫被害や酸性雨等による森林衰退の動向を調査研

究する一方，地球温暖化防止のための効果的な森林

整備のあり方や森林バイオマス資源の利用のあり方

などを検討した。

また，リモートセンシング技術,GIS技術および

デジタルオルソ技術を高めるとともに，予定構造物

設置後の景観シュミレーションの解析技術の開発，

活用を行った。さらに，これらの技術を基にリモー

トセンシング解析が主体となる国内外の各種調査・

研究事業を推進した。これらを推進するため．コン

ピュータネットワークの整備，ソフトウェアの拡大

および周辺器機の整備を行った。

(5)航測技術の開発・普及推進

蓄積された高度の航測技術により,利用目的に応

じた空中写真の撮影,正射写真図等の作製・解析,森

林基本図等の図面の作製・修正および空中写真の作

製･頒布その他関連する作業を行うとともに,これら

の効果的な利活用について技術の開発・普及推進を

行った。

①空中写真撮影：森林計画策定，地形図作製，森林

保全調査，治山計画調査等のために，モノクロ，

カラーの空中写真撮影を行った。

②測量：森林計画策定のための.l1ﾐ射写真図の作製，

空中写真判読による林相図の作製，森林基本図の

経年変化修正を行った。

③空中写真作製・頒布：空中写真の効果的な活用，

特にオルソフオトマップ等の利用の普及に努める

とともに，林野庁との基本契約に基づき，林野関

係の空中写真の作製・頒布を行った。

④航測検査：森林計画関係の罐に!|:!写真測簸成果につ

⑯－林業技術No.7232002.6



正味財産増減計算書(別表2）平成14年3月31日現在 財産目録(別表3）平成14年3月31日現在

科目｜合計｜公益勘定収益勘定 科 金 額目

<増加の部〉 千円

6,259

624,084
10

2,306

135,486
9,300
824,993
300

32,850

12,312
314,516

6,120
39,499

255,712
99,550
28,528
63,288

27,621

1,000
6,570
800,000

64,000

資 増加
期収支差
具備品購入
険積立
末棚卸
末仕掛
金増加
計
減少

産
当
器
保
期
期
敷
債

資
負

額
額
費
金
品
品
額
額

千円
-7,672
39,667
5,758
12,312
314,516
320

364,902

5,974
3,080

48,000
57,054
421955

干円

-9,368
36,776
5,240
10,835
166,693
320

210,496

4,779

2,198
33,660
40,637
251,133

千円
1,696

2,891
518

1,477
147,822
0

154,405

1,195
882

14,340
16,417

170,822

現 金

晋通預金
当座預金
振替貯金

定期預金
売掛金
未収金

仮払金

賃付金
棚卸品
仕掛品
前渡金

保険漬立金
土地

建物
設備

器具備品

分収林
出薑金

敷金

施設充当引当預金
技術奨励等引当預金

艮職給与引当金戻入霞
貸倒引当霊入顯
納税弓|当今戻入額
計
増加額合計

〈減少の部〉
資産減少額
減価償却額
固定資産除却額
期首棚卸品
期首仕掛品
保険積立金
敷金減少額
計

員債増加額
退職給与引当金繰入霞
貸側|引当令繰入額
納税引当命繰入額

計
減少額合計

当期正味財産増加額

28,803
2,583
6,047
205,591
5,954
152

249,130

33,720
3,229

7,984
325,841
7,443
152

378,368

4,917

646
1,937
120,249

1,489
0

129,238

3,354,305
一
口

＝二I

言1
12,500

5,800
25,000

43,300

421Ⅷ668

287

10,000

5,278
22,750

38,028
287‘158

-36025

2500

522
2,250

5,272

134,510

36,312

149,670

185,983

未 払金
前受金

預り金

預り保証金

納税引当金
退職給与引当金
員倒引当金

修繕引当金

施設充当引当金
技術奨励等引当金

小言|・

正味財産

合計

196,783

335,008
41,885
1,900
25,000

567,157
5,800
113,000

1,300,000
64,000

553,814
-

517,788

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

703,484

703,771

(四捨五入による）

2,650,534いては，統一した精度の確保と技術|句上のため．

林野庁が定める基準を満たす機関の精度分析を行

うことになっており，本会はその基準を満たして

いるため，航測成果の精度分析を行った。

(6)森林・林業技術の調査・応用研究

森林・林業技術体系の確立のために次のような調

査ならびに応用研究等を行った。

森林施業については，①オオタカ等の保護と人工

林施業等との共生に関する調査研究，②木曽ヒノキ

末立木地等の更新に関する調査，③海岸保安林の現

況調査と機能評価，森林整備計画の策定，④森林資

源モニタリング調査等を行ったほか，森林施業PR

ビデオ等の制作を行った。

治山・林道事業については，①水源地域における

森林の保全・整備言|画の策定，②山地荒廃現況の把

握と治山施設計画の策定，③安全で潤いのある生活

環境盤備のための森林整備計imiの策定，④森林の適

正な整備・保全と効率的かつ安定的な林業経営・地

域林業活性化等のため林道等の基盤整備計画の策定

を行った。

703,771

3,354,305

（四捨五入|こよる）

もうきん

森林環境については，①希少猛禽類・動植物の生

息・生育状況と環境把握，保護・保全対策の検討，

②ダムや送電線等建設の森林環境への影響把握・保

全対策の検討，③森林生態系バッファーゾーン整備

手法の検討，④郷土の森，市民の森の基本計画等の

策定を行った。

(7)国際協力事業

①開発調査：ア．パラグアイ国東部造林計画調査

（第2年次)，イ．ドミニカ共和国サバナ・イェグ

ア･ダム上流域流域管理計画調査(第2年次)，ウ

ニカラグア国北部太平洋地域防災森林管理計画調

査（第2年次)，エ．セネガル国プティト・コーム

及びサルーム・デルタにおけるマングローブの持

続的管理に係る調査(第1年次)，オ東チモール

国農林水産業開発計画調査（第1年次および第2

年次）

林業技術No.7232002.6-⑳



貸借対照表(別表4） 平成14年3月31日現在

金額鳶
区分

収益勘定金額巖
区分

収益勘定
科科匡 目

II負債の部

I流動負置

末払金

前受金

預り金

納税引当金

貸倒引当金

流動負債合計

Ⅱ固定員債

預り保証金

退職給与引当金

修繕引当金

施設充当引当余

"ili奨励金等引当金

固定負債合計

資産の部
動資
I貢産の鄙

1流動資
現

普通預
当座預
振替預
定期預
売掛
棚卸
仕掛
前渡
員付
未収
仮払
保険積立
流動資産合計

産
金
金
金
金
金
金
品
品
金
金
金
金
金

千円
5,695
354,286
8

2,099

103,293
5,863
10,835
166,693
5,569

26,280
575,324

273
29,044
1,285,262

千円
563

269,798
2

208

32,194
3,437
1,477
147,822
551

6,570

249,669
27

10,456
722,775

千円

6,259
624,084

10

2,306
135,486
9,300

12,312
314,516
6,120
32,850
824,993
300

39,499
2,008,036

千円

167,495

205,925

3,770

2,250

522

379,962

千円

196,783

335,008

41,885

25000

5,800

604,476

千円

29,288

129,083

38,116

22,750

5,278

224,515

1,900

567,157

113,000

1,300,000

64,000

2,046,057

1900

425999

84,750

1,300,000

64,000

1,876,649

0

141,158

28,250

0

0

169,408

2固定資産
(1)有形固定資産
土 地
建物
設傭
器具備品
分収林

0

0

0

12,578

0

12,578

255,712
99,550
28,528
63.288
27,621

474,699

255,712

99,550
28,528
50710
27621
462,120

負債合計 2650,534 2,101,1641549,370

IⅡ正味財産の部

正味財産

うち基本金

当期正醐測璽勤睡

185,983

0

36,312

703,刀1

189,290

287

517,788

189,290

-36,025

分収林
有形固定資産合計

(11)投

出資
敷
投資合計

資
金
金

０
０
０

1,000

6,570
7,570

1,000

6570

7,570

負債および正味財産合計 3,354,305 2,618,952 735,353

(四捨五入による）
(Ⅲ）特定資産
施設充当引当預金
涜f蝿赤詔閨誌
特定資産合計

800,000
64,000
864,000

０
０
０

800,000

64,000
864,000

将来予測を行い，関係各国が森林政策立案等に

あたって森林劣化の進行状況を的確に反映させ

ることを支援するものである。

イ．シベリア・極東地域森林・林業協力指針策定

調査事業

シベリア・極東地域を対象に，既存情報の収

集と新たな調査技術によって森林・林業事情を

明らかにし，技術支援等の有効な指針を作成す

ることにより，今後の効果的な協力の展開を図

るうえでの基礎とするものである。

3．その他

資産管理：関東森林管理局東京分局東京神奈川森

林管理署管内泉国有林の分収造林および九州森林管

理局熊本森林管理箸管内阿蘇深葉国有林内の分収造

林の管理を行った。

4．収支決算報告

別表1～4のとおり。

5．監査報告

朧事山口夏郎・小沼順一

社団法人日本林業技術協会の平成13年4#月1日か

ら平成14年3月311三|までの収支計算書正味財藤増

減計算書，貸借対照表および財産目録について監査

し，次のとおり報告します。

固定資産合計

資産合計

1‘333,690

2,618,952

''2,578

735,353

1346,269

3354,305

(四捨五入による）

②ﾘ111償資金|筋力：ア．セネガル国沿岸地域植林計画

施工監理，イ．インドネシア国国立公園森林火災

跡地回復計画設計朧理

③日中民間緑化協力委員会の資金助成金(小渕基金）

による植林緑化事業

・河北省承徳市近郊における生活環境林及び水土

保全林造成のための植林緑化モデル事業

・北京市密雲ダム二級保護区水源保安林造成のた

めの緑化モデル事業

④役務提供・技術者派遣

・ミャンマー匡l,マダガスカル国，中国，カザフ

スタン国，モザンビーク国

⑤補助事業（林野庁）

ア．アジア東部地域森林動態把握システム整備事

業

アジア東部（アジア東南部～シベリア地域）

において，衛星データを利用して広域の森林劣

化の状況等を効率的に把握するとともに劣化の

⑳－林業技術No.7232002.6



平成14年度収支予算書(別表5）

収益勘定

千円

0

合計

千円

33,000

168‘000

31,000

491,000

490,000

1,058,000

500,000

29000

2,800,000

公益勘定収益勘定

千円千円

33,0000

168!0000

30,160840

392,12098,880

447,00043,000

948,220109,780

485,00015000

17,70011,300

2,521,200278,800

合計

千円

90,000

168,000

36,000

393,000

372,000

公益勘定服

千円

90,000

168,000

35,300

342,000

344000

科 目

収入の部

科目

支出の部

会員費

補助事業贄

技術指導費

技術開発費

航測事業贄

調査事業費

国際事業費

一般管理贄

固定資産取得支出

予備費

当期支出合計

千円

0会費収入

補助事業収入

技術指導収入

技術開発収入

航測事業収入

調査事業収入

０
－
伽

51,00098,880
-

43,000 28,000

86,500

10，500

70,000

109,780

15000

11,300

278,800

929,000

410,000

842,500

399,500
I

国際事業収入

その他収入 350,000

29,000

23,000

2,800,000

1068,032

3,868,032

280,000

23,400

23,000

2,547,700

855,703

3,403,403

5,600当期収入合計

0

252,300

212,329

464,629

185829前期繰越収支差額

合計

1,068,032

3,868,032

882,2031185,829
3,4034031464629

次期繰越収支差額

合 計

(四捨五入による）

を基礎に会員の期待に応えた活動が行えるよう技術

の開発・改良，普及にかかわる諸事業の充実を図り，

次の事項に重点を置いて事業を実施する。

○協会の設立基盤である会員の増加を図るため，支

部との連携を密にした組織活動，広報活動および

各地方事務所を拠点とした地域活動を強化する。

○引き続き実施する，学術研究奨励助成事業，学生

林業技術研究論文コンテスト等の適切な運営に加

え，各種業務研究発表会への積極的な参加，日林

協ホームページの林業技術情報の充実等に努める。

○森林系技術者の育成を図る観点から林業技士養成

事業の充実を期し,森林･林業の多面的な機能の発

揮に対処しうる技術者の養成･確保を積極的に推

進する。

○林業技術の多様化，高度化に即応するため，技術

指導，調査･研究体制を強化し，技術の開発，改良

を推進する。

特に，地球温暖化，酸性雨，生物多様性の減少

等地球環境問題について研究体制を整備しつつ積

極的に取り組むとともに，高解像度衛星データを

利用し，森林現況を把握する手法を開発する等の

技術開発に取り組む。

2．収支予算別表5のとおり。

平成14年5月21日

(1)収支計算書，正味財産増減計算書，貸借対照

表および財産目録は，公益法人会計基準および

定款に従い，法人の収支および財産の状況を正

しく示しているものと認める。

(2)理事の業務執行に関し法令および定款に違反

する事実はないものと認める。

以上，平成13年度事業報告ならびに収支決算報告

が承認された。

⑰平成'4年度事業計画および収支予算
1．事業の方針

21世紀における持続可能な社会を櫛築していくう

えでは，森林の持つ多様な機能を持続的に発揮する

ため，森林整備を進めつつ森林資源の循環利用を推

進していくことが重要になってきている。同時に，

地球温暖化等地球規模での環境対獺の面からも森林

の整備が重要な課題となっており，これら問題に的

確に応えうるよう森林･林業分野にかかわる技術者

に寄せられている期待はかつてなく大きいものがあ

る。

このため，平成14年度は，これら森林の有する多

面的機能の発揮，地球温暖化問題等に対応した新た

な技術のあり方等について『林業技術』誌等で広く

取り上げるとともに，国内，海外を含め森林・林業

の進むべき方向に対して森林･林業分野にかかわる

技術，また技術者はどうあるべきか等について積極

的に提言を行っていくこととする。

同時に，永年にわたり蓄積してきた協会の技術力

以上,平成14年度事業計画および収支予算が可決

された。

⑳平成'4年度借入金の限度額
平成14年度の借入金の限度額は,4億5千万円と

することが可決された。
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⑬任期満了に伴う役員改選
別記のとおり承認された。

⑬その他
提案事項なし。

《㈱日本林業技術協会平成14年度選任役員》

（太字は常勤役員，＊印は新役員）

｜理事長弘中義夫理事田中義昭！
｜専務理事根橋達三〃千葉行雄＊｜

｜常務理事鈴木宏治〃中山義治＊｜

｜理事赤井龍男〃福島康記｜

I〃秋山英男＊〃真柴孝司’

1〃有馬孝禮＊〃増田慎太郎潅｜

：〃池谷キワ子〃的場紀壹1

1〃池山克宏＊〃眞宮靖治’

1〃礒部孝雄＊〃南方康｜

’〃太田猫彦〃宮崎宣光＊｜

；〃小沢操〃茂木博｜

：〃勝田柾〃森田稲子’

；〃川村時郎輩〃安養寺紀幸｜

：〃黒木隆年〃喜夛弘’

1〃木平勇吉〃中易紘一｜

I〃阪元兵三〃小原忠夫潅’

1〃佐々木惠彦監事林久晴＊｜

I〃田中潔＊〃金谷紀行順I
i____________________________________________________|

林業手帳および林業ノートの無償頒布の見直しについて

会員に対しては①機関誌『林業技術』のほか，②林

業手帳，林業ノート，③｢森林の100不思議シリーズーリ

｢森の101のヒントシリーズ｣等の技術図書を毎年，無

償頒布を行ってきたところです。

しかし，林業手I鵬，林業ノートについては愛用会員

がいる反面，利用しない会員も多いこと等を考慮し，

林業手帳，林業ノートについては希望者に対し,2003

年度版から実費負担とした場合の要否についてアンケ

ートを実施しました。結果，実費負担にした場合の峨

入希望者は林業手I膿の場合15％，林業ノー1､で19％

でした。

このように購入希望者が少ないことから，林業手'脹，

林業ノートの価格が現行に比べ大変に高くなり，事実

上，発刊は困難と考えられます。

これらを一度に廃止することについては異論もある

と考えられ，そこで総合的に勘案し，次のような対応

を取ることにいたしました。皆様にはご理解のほどを

お願い申し上げます。

◎対応方針

①林業手1帳と林業ノートは廃止する。

②代わりに，林業手l脹と林業ノートを合体し，森林ノ

ート（仮称）として無償頒布する。

③森林ノート（仮称）はノートとしての活用に加え，

現行の林業手帳，林業ノートの各種林業統計データ，

林業関係機関の組織(名称)，所在地，電話ファク

シミリなどのデータを併せ掲載する。大きさは現行

の林業ノートと同じ大きさとする。

＊総会報告は，本会ホームページでもご紹介する予定です。

｜協会のうごき’ 5/20～6/13,安養寺理事5/6/6,於本会，林野庁整備課長．

◎海外出張（派遣）

5/13～30,久納課長，北京密雲

ダム水源林管理計画調査，中国。
5/14～10/30,松本課長代理,マ

ングローブ調査，セネガル。

5/18～31，坂本国際協力部長，
久道国|際事業部次長，渡邉参事，
ドミニカ現地調査，同国。

『森林航測』197号

（今年度1号）の予告
同号については，7月1日発行

を目指し鋭意編集中です。
超高解像度衛星画像，エアボー

ンデジタルセンサー，空中写真等，
lll耐広い解説，論文，トピックスを
お届けします。

■お求め・お問い合わせは，本会

普及部販売担当(aO3-3231-
6969､峯）までどうぞ。

⑩－林業技術No.7232002.6

20～7/13，西尾課長，5/20～7／

11，鈴木主任調査員，ニカラグァ

国開発調査，同国。
◎地球環境部関係業務

5/24,於本会，平成14年度｢吸
収源対策の第三者認証制度の試行

事業」第一回委員会。
◎番町クラブ5月例会

関厚氏を講師として「林政にお

ける民俗学～峠の昔と今～」と題

する講演，質疑を行った。
◎人事異動（6月1日付）

就任理事小原忠夫

命国際事業部長坂本進

退職主任研究員佐々木行夫

同上主任調査員馬場紀男
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森と木と人のつながりを考える日本林業調査会(J-FIC)のブツクガイド

すぐわかる

森と木のデータブック2002
J-FIC編新書判112頁1,000円十税

ポケットサイズの「虎の巻」を2年ぶりに全面改訂しまし

た。必要なデータと解説をコンパクトにまとめた好評書。

森林資源科学入門
日本大学森林資源科学科編A5判2,381円十税

森と木に関する科学は、急速に拡張・進化（深化）してい

ます。その全貌がわかる新しいタイプのビギナーズブッ

ク。学生～一般向け。

遊ぶ1レジャー林業
羽鳥孝明著四六判224頁1,500円十税
草の根レベルから築き上げた素人の山づくり。その足跡と

蓄積されたノウハウ､今後の展望を現役高校教師が率直に

綴った注目の書。日本図書館協会選定図書。

日本近代林政年表1867-1999
香田徹也編著B5判上製箱入り23,810円十税

大政奉還から平成12年まで､130余年にわたる林政の歩み

を克明に辿った百科事典的年表。日本図書館協会・全国学

校図書館協議会選定図書。

地球環境時代の水と森
太田猛彦・服部重昭監修A5判2,300円十税

水をまもり･はぐくむ森林の働きを､最新の研究･調査デー

タを駆使してわかりやすく解説しました｡循環の科学と手

法を理解するために。日本図書館協会選定図書。

水辺林管理の手引き
渓畔林研究会編A5判214頁2,000円十税

｢環境の時代｣に注目を集める水辺林｡その実践的な管理指

針を日本で初めて作成しました｡生態や働きなどの基礎知

識から事例解説まですべてがわかります。

野生烏獣保護管理ハンドブック
野生鳥獣保護管理研究会編A5判2,857円十税

野生鳥獣との共存に向けて､いま必要なデータを網羅する

とともに、生物多様性保全などに関する制度を解説。ワイ

ルドライフ・マネージメントに向けた必携書。

森のユニバーサルデザイン
太田猛彦監修A5判カラー250頁3,333円十税

福祉・高齢化社会に対応した森林・施設整備の指針を初め

て作成しました。欧米の先進事例を紹介しながら、すべて

の人が利用できる森づくりの具体像を描きます。

隔週刊 ユ
■■■■■ス RINSEINEWS

激変する現代に対応、明日へのヒントを掴む
変革・激動の時代にキャッチアップするために1中央省庁、地方自治体、企業.市民団体

(NPO等）などの動きをビビットにお伝えする専門誌。創刊9年目を快走中ノ

2回、年24回)/B5判24頁／年間購読料15,000円(+税､送料含む)1部625円

iが基本ですが､3か月購読半年購読年度末払いなども承っております｡お気軽にお申し付け下さい｡）

隔週水曜日発行（月2回、年24

（年間予約購読が基本ですが、

纈とホと人をつなぐ情報サイトhttp://www.j-fic.com/
より速く・正確な情報をここでゲット1ニュースリリース、イベント、

シンポジウムなどのご案内､フォーラムやチャットコーナーでの意見交換に加

え、「林政ニュース」ダイジェスト（総目次)、「絶版本コーナー」などに検索

機能を加え、データベースとしてもご活用いただいています。

お申し込み・お問い合わせは下記までお気軽にどうぞ。お近くの書店でもお取り寄せできます。

FAXO3－3268-5261奪辮雪蕊薗寵雷



蕊地球社
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新しい森林。林業基本政策について森 つ
一森林・林業基本法、改正森林法、改正林業経営基盤法の解説一

森林・林業基本政策研究会：編
A5判/400頁/本体価格2,900円(税別)/〒380

昨年6月，我が国の森林・林業政策の指針となる林業基本法が37年振りに改正され，
「森林・林業基本法」として全く新しい姿で生まれ変わりました。本書は，森林・林業
基本法の改正にいたる背景，新基本法の考え方，改正森林法の概要及びそれに伴い導入
されるゾーニング毎の森林施業計画の認定基準の考え方，改正林業経営基盤強化法の概
要などについて，図表等のビジュアルな資料を用いながら，できるだけわかりやすく解
説したものです。本書力:，都道府県，市町村，森林・林業団体，大学・高校等の実務や
教育・研究の場ではもちろんのこと，林業経営者，木材産業事業者，一般国民の方々も
含めた関係者に広く利用されることにより，森林・林業政策についての理解を含めると
ともに，森林・林業基本法に沿った改革に取り組む際の一助となることを願ってやみま
せん。（｢はじめに」より抜粋）

増刷出来！

撫職盤木"爵こついて
一ー＝？

Np.”逵陀卸Q史創出混黙f独窪頚,斗鹸

侭

保安林をめぐる情勢の変化に対処し，保安林行政を円滑かつ

保安林の実務瀦繍蕊織撫擬辮醗繍維雛
課題である。このため，保安林行政に係る担当者はもとより，

森林保全研究会編森林所有者をはじめ国民各層に,保安林制度の趣旨，内容等が
A5判/526頁/本体3,800円(税別)/〒381晋嫌潅鑑輪誕”嶺監このたび長く品切れとな

〆

100万本出荷達成!1

1

1

’

、

1食害された苗木にへｷｻﾁｭ木 チサ ■■■■■■

ﾌつ
保育事業に最適です

･食害された苗木は早期に復活します

.改植(地ごしらえ・苗木・植栽費)は不要

，かぶせる時期は選びません

．育てたい本数にだけかぶせてください

食害完全防止・驚異的成長促進・下刈り軽減。誤伐防止

雪害防止・活着率向上・植栽本数大幅カット・管理軽減

トータルコストダウン・野生動物と共存

http://www.hexatube.com

化掘願M臆畷W:i_!蒙鴛鶚遜智笛V農山
営業部京都(tel)0774-46-1351(fax)0774-48-1005

L
ヘキサチューブを被せて大きくなった食害苗木

ノ



カールツァイスの伝統を受け継ぎよりハイレベルな‐

フットワークと高精度を実現!1rimble3s⑨⑪D隅

’

Trimble･3303DR,1h'imble3305DR,TWmbie3306DR

高精度ﾉンプリズム擬能搭載

ノンブリズム

ミラーを必要としないノンプリズム

機能

ノンプリズムで3ミリの高精度

ﾚー ザー ポインター

レーザーポインター標準装備

測距･測角と同軸で確実に計測ポイ

ントを確認

軽量・コンパクト

贄肉を削ぎおとし、精度を保ちなが

らの軽量化

※もともと小さいボディだからケースも

小さくなりました。レベルのケースぐら

いの大きさが標準となっています。

f900データ行の

データ記録メモリ内蔵

※Trimb1e3303DR,3305DR|

認‘型

蝋
≦輻

爵而加岫

ポイント・連続モード、コスト削減の徹底追求、

面積・線長測定に特化、21世紀の先進デザイン

ベストセラーモデルPLANIX7が、ポイント・連続測定機能を得

て、さらに使い易く、高性能に進化。

難"………"…MAMXZOS
●PLANIX10S･･･．．…¥98,000

割

プリズムを測点に設置しなくても、計測

ポイントを直接照射して測距できます。

危険区域や立ち入り禁止区域にあってミ

ラーが設置できない言糊ポイントには、

ノンプリズムでの詞縫が最適です。

Trimble3300DRは、ノンプリズムでも

非常に高い糖度を誇ります。

2mm+2ppmプリズムモード
3mm+2Ppmノンプリズムモード

レーザーポインター標躍装備

通ml)1e3300DRは､レーザーポイ．ﾝター

を標準装備しています。

レーザーポインターは測角,測距と同卿l

なので、その照射ポイントは計柵ポイX

I,と同一で灸望遠鏡を覗かなくても,i

ﾚー ザー ポｲﾝﾀー で計測鵜殺郷を簡
単に確認で詮主堯－－

測角精度5秋測距精度2mmの
高精度を釣束談る：

アブ刈ﾕー ぶｴﾝｺ馴一グー搭載
・』…：…：：…

このｺﾝバダー ﾄなボデ:ｨ鑓ら測角繍礎5

撫職瀧遜血職泌鈎謡噸
をただ皆籍し識｡蝿畜鵬蹴聴に
剛弼鱸滋蜘塗ご鰻熱戦一
‘撫:;:；：、

繍撫蕊謹瀧露
職秘獅職聡郵｡：!:：：

¥1,190MQ

'__尋一

＝

零

g~PAMA>iA
タマヤ計測ジコテム構式会社

豈二圏〃VVlノ、′／、〒104-0061東京都中央区銀座4-4-4アートビルTEL､03-3561-8711FAX.O3-3561-8719

タマヤの取扱製品についての詳細は、ホームベージでもご随いただけます。h壮p:"www.tamaya-technics.com

sales@tamaya-technics.com
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日林協創立80周年記念事業
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森林･林業百科事典
●㈱日本林業技術協会編･発行：丸善㈱出版事業部

■B5判1,250頁上製･函入

■定価本体28,000円十税一

瀞ﾎ時環鏡｡林業喝赫産業腱か力海る金での分野を網羅。解説
項離縁馴肪謡辮'約職000譜催殿ぷ膨大な情報が水害に〃

[本書の特色］

●日林協創立80周年記念事業として刊行－6カ年に及ぶ編集．制作期間，各分野を代表する執筆陣

（143名）による信頼の書。

●｢森林」「環境」「林業」「林産業」にかかわる全ての分野を網羅一解説項目は前版の1．7倍にあたる
2,900項目を収載。

■｢森林生態・環境」「治山･治水」「育林」r育種」「政策」「計画」「経営」「伐木．搬出」「林産物利
用」等の基本的重要分野は，これまでの成果や最新の知見を加えてさらに充実。
■｢環境問題」「生物多様'l生」など21世紀森林の課題等についても解説項目を充実。
■｢国際化｣｢市民参加｣｢森林レク利用｣｢バイオテクノロジー研究｣r森林GIS｣｢高性能林業機械化」
など最近の情報や動向も充実解説。

●知りたい事項，確認したい事項をすぐに検索（索引約13,000語),資料図版を充実して懇切な解説。
索引には，主として英語（ほかにフランス●ドイツ･スペイン語等）を付記。
●林務関係者，政策立案者，研究教育者，実務者，学生諸氏はもちろんのこと，森林に関心をもつ一
般の方々まで幅広く利用できる内容構成。
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●本書は，全国の書店または発行所の丸善に直接お申し込みください。［日林協での販売は行っていません］

丸善朏版事業部】語I側輔輔輔;柵

日本に留学，木平勇吉先生の指導を得て巳本の森林・林業・木材産業を紹介したコンパクトな英文ガイ
ドブック。教材として，また海外からのお客様にも最適な－冊です。

THE川匠STSfJAPAN
JoSASSEジョーサッセ ロ絵：カラー

オーストラリアビクトリア州天然資源環境省・ B5変型80頁

林木技術センター主任研究員。農学博士定価(本体1,000円十税）

本書の構成…日本の自然・動植物。森林帯とその特徴。日本の森林の

歴史。所有形態・管理・法体制等。日本の人工林。木材の需給。木材

産業。参考文献。日本産樹橦名の和英対照表など。

』

〒102堂0085東京都千代田区六番町7
TELO3-3261-6969FAXO3Q32刷署044本書のお求めは…本書のお求めは…


	表1

	表2

	2002年6月号目次

	論壇_よみがえれ日本の森林・林業

	間伐材の活用_間伐材の利用促進に向けて―間伐材マークの制定と使用について

	間伐材の活用_間伐材使用事例の技術検討会から
 
	間伐材の活用_地域材の活用に向けて―もっと・WOOD・県産材を
 
	間伐材の活用_島根県での森林土木用資材としての間伐材利用推進状況について

	間伐材の活用_間伐材漁礁への取り組み
 
	間伐材の活用_切り捨て間伐材の活用―"ふじグリーンネットワーク"の活動

	会員の広場_吹上浜における海岸防災林工事の歴史

	技術は役に立つのか？開発援助における技術と社会13_団結の力

	パソコンよろず話15_PCのOSの話 
	国際山岳年通信7_雲の中の森林

	白石則彦の5時からセミナー3_森林認証のメリットは／統計にみる日本の林業_学校施設の木造化／こだま_市民農園
 
	本の紹介_遊ぶ！レジャー林業／森林をまもる―森林防疫研究50年の成果と今後の展望／林政拾遺抄_野火止の森

	第3回世界水フォーラム[2003年3月,京都,滋賀,大阪]へ向けて

	緑のキーワード_長期耐用住宅／新刊図書紹介

	技術情報

	林業関係行事一覧

	日本林業技術協会第57回通常総会報告

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向

	表3

	表4


